ウィリアム ペインター サク ロミオ ト ジュリエッタ ロン : カイセツ ト ホンヤク by 杉浦 裕子 et al.
第二の種本としての「ロミオとジュリエッタ」
本稿は，ウィリアム・ペインタ （ーWilliam Painter,１５２５頃‐１５９４）作，『悦楽の宮殿』（The Palace of Pleas-
ure, １５６６－６７）の第２巻第２５話に収められた「ロミオとジュリエッタ」（‘Romeo and Julietta’）の解説と翻訳
である。ラテン語，ギリシャ語，フランス語，イタリア語から翻訳された百余りもの散文物語の集成としての『悦
楽の宮殿』が，エリザベス朝の劇作家にとって劇の筋や詩の宝庫であったことについて，およびペインターの経
歴については，拙論「ウィリアム・ペインター作『ナルボンヌのジレッタ』論」（鹿児島大学大学院『地域政策
科学研究』，２００９）の中で解説しているので，ここでは省略する。
ペインターの「ロミオとジュリエッタ」は，アーサー・ブルック（Arthur Brooke, ？－１５６３）の長編詩『ロ
ミウスとジュリエットの悲話』（The Tragicall Historye of Romeus and Juliet, １５６２）とともに，シェイクス
ピアの『ロミオとジュリエット』（Romeo and Juliet , １５９５頃）の種本であると言われているが，まずは，ブル
ックとペインターに至るまでのロミオとジュリエット物語の系譜を簡潔にまとめておきたい。
引き裂かれた恋人たちをテーマにした様々な民話や伝説の中で，「秘密結婚」や「ねむり薬」などを含む“ロ
ミオとジュリエット物語”の原型は，ルネッサンス期のイタリアで普及し始めた。中でも，物語の舞台をヴェロー
ナに設定し，二人の主人公にロミオとジュリエットの名を与えた最初のバージョンは，ルイジ・ダ・ポルト（Luigi
da Porto, １４８６－１５２９）の『ジュリエッタ』（La Giulietta , １５３０頃）と考えられる。このポルトの物語を基にし
て，同じくイタリア語で書かれたのが，マテオ・バンデロ（Matteo Bandello,１４８５－１５６１）による「ロミオと
ジュリエッタ」（‘Romeo e Giulietta’, １５５４）である。その後バンデロを主な種本とし，ポルトも参照するよう
な形で，ピエール・ボエステュオ（Pierre Boaistuau, ？－１５６６）によるフランス語版の物語が登場した２）。そし
てボエステュオのフランス語版がほどなく英国に渡り，ブルックとペインターによる二つの英語版が現れたので
ある。
さて，ブルックとペインターの二つ英語版のうちでは，ブルックの『ロミウスとジュリエットの悲話』の方が
シェイクスピアの直接的な種本であると言われる。確かに，詩的表現という点からしても，簡潔で直接的なペイ
ンターの散文よりも，ブルックの長編詩の方がシェイクスピアに与えた影響は大きい。ブルックの物語の方がペ
インターより５年も前に出版されたことは措くとしても，シェイクスピアはペインターの物語をあまり参照する
必要はなかったかもしれない。実際，ブルックの『ロミウスとジュリエットの悲話』とシェイクスピアの『ロミ
オとジュリエット』の比較は，これまで多くの研究者によって行われてきたが，ペインターの「ロミオとジュリ
エッタ」への言及はわずかにとどまることが多い。男性主人公の名前を「ロミウス」ではなく「ロミオ」とした
ことや，ジュリエットが飲む薬の効能時間への言及だけが，ペインターが与えた影響であるかのような言い方も
しばしばなされる３）。
しかし，シェイクスピアが『終わりよければすべてよし』（All’s Well that Ends Well , １６０２）や『コリオレ
イナス』（Coriolanus,１６０８）などの種本としてペインターの『悦楽の宮殿』を参照していることからも，ペイ
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ンターの「ロミオとジュリエッタ」を読み知っていたことはほぼ確実である。ペインターの散文物語をもう一度
精査することで，これまでのブルックとシェイクスピアの比較だけでは見えてこなかったものが見えてくるかも
しれない。
以上のような立場から，本論では，シェイクスピアと種本（ブルック及びペインター）との物語構成上の基本
的な相違（たとえばロミオがティボルトを殺害する経緯や，パリスとジュリエットの縁談が持ち上がる経緯など）
については割愛するが，以下に挙げるいくつかの点において，ペインター，ブルック，シェイクスピアの三者を
比較しながら，ペインターの「ロミオとジュリエッタ」の第二の種本としての意義を探りたい。
１）物語の分量
ペインターの散文物語は，我々が翻訳にあたって参照した Joseph Jacobs編纂の『悦楽の宮殿』（１８９０）で４４
ページの分量があり，これは同書に所収の物語の多くが１０ページ以内であることを考えると，かなり長い方であ
る。『悦楽の宮殿』の９４の物語のうち，Jacobs編纂の版で３０ページ以上に渡る作品は１３作品，その中でも４０ペー
ジに及ぶ作品は「ロミオとジュリエッタ」を含めて４作品に留まる４）。また，６０の物語を所収して１５６６年に出版
された『悦楽の宮殿』第１巻は短い物語がほとんどで，３４の物語を所収して翌年出版された第２巻の後半の方に，
比較的長い物語が集められている。ペインターの「ロミオとジュリエッタ」は，『悦楽の宮殿』の中では長編に
分類されるものの，３０２０行に及ぶアーサー・ブルックの長編詩と比べると随分短く，おそらく一，二時間で一気
に読める分量である。両者ともボエステュオのフランス語版を英訳しながらも，ペインターは必要最低限の出来
事を散文で記述したのに対し，ブルックの方はボエステュオにはなかった独自の場面を幾つか付け足している５）。
ブルックの物語詩は，ゆっくりと詩を味わいながら読むのに適していると言えるだろう。このブルックの物語か
ら筋や場面のほとんどを取ったとされるシェイクスピアの劇は，約２８００行分の台詞があり，その全てを演じれば
２時間以上かかるが，全体として舞台上演に適した長さにまとめている。その際，ブルックを踏襲してさらに膨
らませた場面もあれば，省いたりそぎ落とした場面，あるいは全く新しく付け加えた場面もあるほか，物語を５
日間の出来事に圧縮するなどして随所で加速感を出し，観客を惹きつける工夫をしている。
２）物語の導入
シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』はコーラスが語るソネット形式のプロローグで幕が上がる。この
プロローグの主たる効果は，主人公の死を観客にあらかじめ意識させることにあると言える６）。しかもこのプロ
ローグは，‘star−crossed lovers’（Prologue, ６），‘misadventured piteous overthrows’（７），‘death−marked love’
（９）といった語句により，主人公の悲劇が二人の手には負えない運命であることをほのめかしつつも，“fate”
や“Fortune”という言葉を直接用いないことで，劇世界における運命の存在を断定することは慎重に避けてい
る７）。したがって観客は，主人公の不運を予言的に意識しながらも，曖昧な形で意識させられているゆえに，二
人の恋人に共感しながら筋を追うことができる仕組みになっている。
では，二つの種本ではどのように物語が導入されているのだろうか。よく知られているように，ブルックの『ロ
ミウスとジュリエットの悲話』では，冒頭の‘To the Reader’において，二人の恋人の死を彼らの行動に対す
る当然の報いとし，この物語を反面教師として役立てることを読者に期待している８）。現代の我々の感覚からす
ると，この‘To the Reader’を読んで，はたして読者が物語の本編をわくわくしながら読む気になったのだろ
うかという疑問すら湧く。一方，ペインターはというと，冒頭からあくまで二人の恋人に同情的である。英文で
４行にわたる序文では，
ロミオとジュリエッタの真実にして一途なる恋を記した美しき物語。
恋人の一人は毒死し，もう一人は憂い悲しんで世を去った。ここに含まれるのは，
恋を巡るあまたの苦難と策略の模様である。
とあるように，主人公の一途な恋の美しさを謳っている。また，その後約１ページ分続く導入部分においても，
恋の重苦に人間の魂が負けてしまうことがあること，「二人の恋人たちの哀れにして不運な死」がその証となっ
ていること，今日でもヴェローナ中の人々の同情を買っていることなどが述べられる。このように，導入部に関
する限り，ペインターとブルックでは，主人公に対する作者の態度が正反対であるが，ペインターにおいてはも
う一つ注目すべき点がある。「思うに，浅はかで貧しい理解力でもって偉大なる神の御業を測る輩は，この物語
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を容易には信じようとしないに違いない」，「まさしく真実であると同時に驚嘆すべき物語たる所以である」，「わ
たしがこれから語ろうとしているこの紛れもない真実の物語」といった表現に見られるとおり，これから語る物
語が真実であることをたびたび強調している点である。しかも，作者がここで真実だとして訴えたいのはあくま
で二人の純愛である。ブルックの‘To the Reader’に見られる「道ならぬ欲情」やシェイクスピアのプロロー
グに見られる「両家の不和」といった因果応報はここには存在せず，ただ恋という激情が生命の場たる肉体を蝕
むことの真実味を訴えているのである。この導入部は読者に（とりわけ恋の苦しみを味わったことのある読者に）
物語への興味を十分に喚起し得たのではないだろうか。
ペインターの導入部では，このように主人公の純愛が強調される一方，それがいかにして悲劇的な結末に至る
のかは具体的に語られない。他方ブルックは，‘To the Reader’の後に続く‘The Argument’というソネット
形式の詩の中で，物語の展開をかなり客観的に要約している。ブルックの物語本編は三千行を超える長編詩で，
読者は独特の詩的表現を味わいながらも時に忍耐強く読み進める必要があるため，‘The Argument’における
粗筋がおそらく読者のナビゲーションのような機能を果たしたであろう。それに対しペインターの散文物語は比
較的短く，あまり脇道にそれることもないため，たとえ筋を知らなくても混乱することなく先を読み進めること
ができる。つまり，作者は主人公の不運だけを予告した上で，その過程をたどる楽しみを読者に与えているので
ある。シェイクスピアのプロローグも，結末の悲劇を予告したうえで「これから２時間の上演」（“the two hours’
traffic of our stage”, Prologue, １２）という限られた時間の中で観客にその過程をたどる楽しみを味わわせると
いう点では，ペインターの方に類似していると言えるだろう。
３）運命の扱い方
ロミオとジュリエットの物語には運命という要素が少なからず関わってくるが，ペインターの「ロミオとジュ
リエッタ」では，ブルックやシェイクスピアに比べて運命への言及があっさりしている。最初に運命という言葉
がでてくるのは，ロミオとジュリエッタが舞踏会で互いに一目ぼれをした時で，「恋の神が二人の心を引き裂き，
二人は何とか一緒に話をしようとしたので，運命の女神が彼らに絶好の機会を与えてやった」と，まさに運命の
女神が是認した出会いであったことが語られる。しかし，二人が秘密結婚を済ませて幾度もの瀬を重ねた後，
以下のような語りが急に挿入される。
かくして，一，二ヶ月の間，二人は喜びに満ちた心で驚くべき満足を味わい続けた。遂に運命の女神が二人
の幸せを妬み，その車輪を回して，底なし穴の中へと落とし込むまで。それは，とても残酷で哀れな死によ
って二人がこれまでの快楽の代償を支払うべき底なしの落とし穴。二人の死については，あなた方は続く物
語を聞いて，これから理解することと相成ります。
ここで運命の女神への言及と，作者による予告が入ることで，読者はここから物語が悲劇の方向へ急展開する
ことを知らされる。ロミオの追放が決まった後の物語後半になると，語り手よりも登場人物たちによる「運命の
女神」への言及が多くなる。まず，悲しみに暮れるジュリエッタをなだめる乳母が，「運命の女神は，しばらく
の間あの方をあなたから引き離しはしても，必ずや，再びもっと大きな喜びと満足とともに，彼をあなたのもと
に返してくださいますから」といってジュリエッタに忍耐を説く場面では，乳母は一度下に下がった歯車がもう
一度上に上がる日も来るだろうという希望的観測を述べる。次に，旅立つ前に最後の夜を過ごすためにやって来
たロミオが，ジュリエッタに対し「運命の女神は，瞬く間に人をその輪のいちばん上まで持ち上げておいて，瞬
きをするかしないかの間にほどなく，今度はいちばん低いところにまで没落させて，百年かかって準備する好意
よりももっとひどい惨めさを，一日のあいだに仕掛けたりするのだ」と述べ，運命の車輪の絶頂から突き落とさ
れた身の不幸を嘆く。もう一つは，パリス伯爵との縁談を持ちかけられたジュリエッタが，縁談を拒否しながら
母親に対して「お願いです。私のことはかまわずに，このままこうして生きていかせてください。そうでなくて
も，酷い運命が私の生死を握っているのですから」というくだりである。いずれの台詞も，恋人たちの出会い・
結婚から別れまでを大きな運命の歯車の一回転と捉えていることが共通している。つまり，語りにみられる運命
の歯車の回転（すなわち筋の展開）と，登場人物が意識している運命の歯車の回転が，おおまかに一致している
と言える。
この点，もう一つの種本のブルックではどうだろうか。ブルックの『ロミウスとジュリエットの悲話』でも，
ロミウスが一日おきにジュリエットのもとに通いだしてしばらく経ったころ，運命の女神が急に顔をしかめて歯
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車を下に回したと描かれている。しかし注目すべきは，それ以前にも，語り手だけでなく登場人物たちがしばし
ば“Fortune”に言及することである。たとえば，秘密結婚を済ませて初めてロミウスがジュリエットの部屋に
行く際，ロミウスは乳母に縄梯子を託しながら「運命の女神がほほ笑んでくれようと，顔をしかめようと，必ず
約束の時間に約束の場所にいくから待っていてくれ」（８１７－１９）９）と伝言を頼む。また，約束の時間が来て出かけ
るロミウスを「善良な運命が導いた」（８２８）という語りもあるし，ロミウスを迎え入れたジュリエットは，やっ
と会えた喜びをかみしめながら「どんな運命が定められていようとも，運命の女神も死神も好きなようにするが
いいわ」（８５９－６０）と言っている。つまり恋人たちは，早い段階から自分たちの「運命」の行く末がよくわから
ない不安を漠然と感じており，その不安を共有してきた読者は，ついに「嫉妬深い運命」（９５２）が顔をしかめ始
めた瞬間にハッとする。
また，ブルックではペインターと同じく，物語の後半でも登場人物たちがたびたび「運命」を口にする。乳母
がジュリエットを慰める場面，追放の宣告を受けたロミウスが身の不幸を呪う場面，ロミウスを元気づけようと
するロレンス修道士の説教の場面，ジュリエットが自分も一緒に連れて行ってくれとロミウスに嘆願する場面，
マンチュアで暮らすロミウスの様子の場面などである。その度合いは全体的にペインターに比べて執拗で，特に
運命の女神を呪うロミウスは，次節で詳述するが，ペインターのロミオにはない女々しさを持っている。また，
ジュリエットが運命の車輪の再浮上を期待したり，ロレンス修道士がロミウスにむかって「不変で一途な精神は，
気まぐれな運命にも変えられない」（１４０５－６）と説き，運命に打ち克つ術があるかのような希望を与えてくれ
るがゆえに，結局残酷な運命の女神に翻弄された恋人たちの悲劇が強調される。
それでは，これら二つの種本を参照したシェイクスピアは，運命の扱いをどのようにアレンジしたのであろう
か。おおまかにまとめると次の３点に集約できるであろう。
ブルックにならって，物語の転換点（ロミオによるティボルト殺害）以前にも，主人公による運命への言及
を導入した。ただしブルックと大きく違うのは，ロミオとジュリエットが恋に落ちるどころか，まだ二人が出会
ってもいない段階で，キャピュレット家の舞踏会に出かける前にロミオが，「早すぎる死」（“untimely death”,
１．４．１１１）を予感し，その際に「運命の星にひっかかっている大事件」（“Some consequence yet hanging in the
stars”, １０７）の始まりについて触れていることである。この時点でロミオは，どのような運命が待ち受けている
か知る由もないまま，ただ死を直感しているわけだが，すでにプロローグを聴いている観客は，ロミオがこれか
らジュリエットと宿命的な出会いをすることを知っている。また，ロミオとジュリエットは出会った直後から自
分たちの恋を「死」のイメージで語り合う。（“Yet I should kill thee with much cherishing”,２．２．１８３, “Whereon
a sudden one hath wounded me / That’s by me wounded”, ２．３．５０－５１など。）よってかなり早い段階から，
登場人物自身は意識していないレベルで，観客の意識に「死」と「運命」のイメージが予言的に積みかねられて
いく。
ペインターとブルックにならい，物語の転換点（けんかの場面）に運命への言及が見られる。ただし，読み
物としてのペインターやブルックの作品では語り手が運命の女神を登場させたのに対し，シェイクスピアの劇で
はロミオの口を通して運命の反転が語られる。まず，マキューシオの死を知ったロミオが，
This day’s black fate on moe days doth depend, 今日の暗い運命はこの先ずっと垂れ込める。
This but begins the woe others must end. これは手始め。他の災いが決着をつけてくれよう。
（３．１．１１０－１１）
と，運命の変わり目を予感し，続いて自分がティボルトを殺害してしまった後には，
O, I am fortune’s fool.（１２７） ああ，俺は運命に弄ばれる愚か者だ。
と嘆く。観客はこの事件が劇の転換点になることを感じるわけだが，しかしこの台詞を語るロミオ自身は，本当
の運命の行く末はまだ知らない。
ロミオの追放が宣告された後の物語後半では，ペインターやブルックに見られたような，すでに起こった身
の不運を嘆くという形での運命への言及はない。ジュリエットがロミオの追放を知って嘆く場面（３幕２場）で
も，ロミオがロレンス修道士の修道院で泣きわめく場面（３幕３場）でも，二人とも運命の女神を呪うことはな
い。ロミオを見送る際のジュリエットが，
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O Fortune, Fortune, all men call thee fickle ; ああ，運命の女神よ！人はお前を浮気と呼ぶけれど
If thou art fickle, what dost thou with him 本当に浮気なら，誠実さで知られているあの方に
That is renowned for faith? Be fickle, Fortune : 何の関わりがある？ 浮気でいいわ，運命よ。
For then I hope thou wilt not keep him long, そしたらお前はあの方に飽きて
But send him back. （３．５．６０－６５） また返してくれるでしょう。
と，運命の女神に語りかける場面があるが，これはブルックのジュリエットが運命の再浮上を期待していたとこ
ろと共通している。「運命」を口にしながらも，それがこれから彼らに降りかかろうとしている運命とは隔たり
があることで，一層悲劇的要素を増す仕組みだが，それが最もアイロニカルに表れるのは，ジュリエットが死ん
だと聞かされたロミオが「それなら運命の星を敵に回して戦おう」（“then I defy you, stars!”５．１．２４）と言っ
て運命と対決する姿勢をみせる場面である。ロミオは，服毒自殺という早まった行動によって自身がますます悲
劇的運命を突き進んでしまうことに気づいていないからである。
つまりシェイクスピアは，まずプロローグにおいて曖昧な形で「運命」を観客の意識に植え込むが，劇本編で
は，ペインターやブルックの語り手が持ち出すような客観的な運命の女神の存在は規定しない。劇本編において，
早い段階からたびたび主人公たちに運命に言及させているが，ロミオもジュリエットも最初から最後まで自分た
ちの運命を把握できていないことで，劇の悲劇性が増している。そして，ある意味，怖いもの知らずの主人公た
ちの一途な情熱をうまく織り込むことで，シェイクスピアはこの劇が単なる運命悲劇になることを回避している
のである。
４）ロミオとジュリエットの性格
ペインターが描くロミオは，ロザラインに恋をしていた時はともかく，物語後半にはあまり女々しさはみられ
ない。たとえば，ティボルトを殺害したあと，ロミオはしばらくロレンス修道士のもとで匿ってもらうが，その
記述は，
ロミオは不運が迫っていることを見て取ると，密かにフランシスコ会修道院のロレンス修道士の元へと向か
った。修道士はロミオの申し立てを理解すると，いつか運が好転してロミオが無事に外へ出られるようにな
るまで，彼を修道院内のある秘密の場所へ匿った。
という客観的な説明だけで，ブルックのロミウスやシェイクスピアのロミオのように，修道院で泣きながら死を
急ごうとする場面は全くない。むしろその後にジュリエッタに会いに行く場面では，激しく嘆き悲しむジュリエ
ッタを冷静になだめ，年上らしい対応を見せる。マンチュアへ到着した後も，ペインターの記述では，ロミオが
「そこで高貴な人々に囲まれて数ヶ月を過ごしながら，彼をひどく痛めつけた悲しみをやり過ごそうと努めた」
と語られるだけで，むしろ，ロミオがいない間に過度の悲嘆からやつれていくジュリエッタと，娘を心配する両
親，そしてパリス伯爵との縁談に物語の比重が置かれる。
ではブルックやシェイクスピアではどうだろうか。まず先述の通り，ロミオが修道院で身の不幸を嘆く場面は，
ペインターにはなくブルックにはあるので，シェイクスピアはブルックを踏襲したといえる。ここではシェイク
スピアとブルックを比較してみよう。ブルックのロミウスが運命の女神や自分の誕生を呪い，抽象的な嘆きの言
葉を並べる一方，シェイクスピアのロミオは，ただただ，追放となってジュリエットの傍にいることができない
苦しみを訴えている。シェイクスピアのロミオの方が，現実的な恋の苦しみを表出しているとも言える。また，
彼の子供っぽさは，その前場に登場したジュリエットの嘆きぶりと対照的である。すなわち，前場で，ロミオの
追放を知ったジュリエットが，その知らせを悲しみながらも「ロミオの追放よりも両親が死んだという知らせの
方がまだましだ」と言うほどの驚くべき自立心を見せているのに対し，ロミオはロレンス修道士や乳母に「それ
でも男か」と非難されるほどの子供っぽさを見せる。このようにシェイクスピアにおいては，ロミオとジュリエ
ットの精神的成熟度の対照が際立つ。ではマンチュアへ到着した後の様子はどうか。ブルックのロミウスについ
ては，日ごと夜毎に運命を嘆いていた様子が約２０行にわたって描かれ，ペインターのロミオと大きな違いである。
ちなみにシェイクスピアでは，筋のスピード感を出すためにも，ロミオがマンチュアに到着した場面はなく，ロ
ミオの再登場はジュリエットが埋葬された後の５幕１場まで待たねばならない。
次に，マンチュアで妻の死の知らせをきいたロミオ／ロミウスの反応を比較してみよう。ペインターのロミオ
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は，
この悲しい伝言の響きに，ロミオは激しく嘆き始めた。まるで彼の精気が激しい苦悩に悲しむあまり，その
霊魂がすぐに体を飛び出したかのようであった。しかし，極限の状態に達するまでは彼を失神させまいとす
る強い愛が，彼の幻想の中でひとつの考えを抱かせた。すなわち，もし彼が彼女の傍で死ぬことが可能なの
であれば，その死はむしろ栄光であり，彼女も（彼はそう思ったのだが）より慰められるだろうと。このよ
うな理由から，彼は悲しみが露呈するのを恐れて顔を洗い，部屋を出ると召使いに留守番しておくよう命じ
た。
とあるように，激しく動揺しながらも自制心を保つ強さを見せている。この場面はブルックの記述においてもほ
ぼ同様であるが，ただブルックの場合，ジュリエットの傍で死ぬというロミウスの決心について，括弧書きで“he
vainly thought”（２５５６）と作者がコメントしているのが面白い。つまり，ジュリエットの死が仮死である以上，
彼女の傍で自害するというロミウスの意図が空回りであるということを，作者がいささか突き放すような視点か
らコメントしている。一方シェイクスピアでは，マンチュアへ旅立った後に初めて姿を見せるロミオが，「ジュ
リエットの夢を見た」といって上機嫌に登場したかと思うと，すぐにジュリエットの死の知らせを聞くこととな
る。その時の反応は意外なほどシンプルで，「そんなことが？ ならば運命の星を敵に回して戦おう」（“Is it e’en
so? then I defy you, stars!” ５．１．２４）という言葉がとっさにでてくる。運命に挑もうとするロミオが逆に運命
に乗せられていく皮肉は先述したとおりであるが，少なくとも挑む姿勢をみせることで，ロミオは成長変化を遂
げる人物として描かれている１０）。
ここまでの筋の構成を比較すると，以下の図のようになる。
＜ペインター＞
ロミオによるティボルト殺害 ⇒ その知らせを聞いたジュリエッタの嘆き ⇒ 最後の夜の二人の嘆き
（激しく泣くジュリエッタを慰めるロミオ）⇒ ロミオが旅立った後のジュリエッタの嘆き ⇒ ジュリエ
ッタの縁談と服薬
＜ブルック＞
ロミウスによるティボルト殺害 ⇒ 知らせを聞いたジュリエットの嘆き ⇒ 修道院でのロミウスの嘆き
⇒ 最後の夜の二人の嘆き（ジュリエットを慰めるロミウス）⇒ マンチュアに着いたロミウスの嘆き ⇒
ロミウス不在によるジュリエットの嘆き ⇒ ジュリエットの縁談と服薬
＜シェイクスピア＞
ロミオによるティボルト殺害 ⇒ 知らせを聞いたジュリエットの嘆き ⇒ 修道院でのロミオの嘆き
⇒ ジュリエットの父，パリスとの結婚の日を早める ⇒ 後朝の朝の別れ ⇒ ジュリエット，縁談
に抵抗し服薬
こうして三者の筋の進行を眺めてみると，ペインターにおいては，ロミオに始めから女々しさや子供っぽさが
なく，冷静さと自制心がある一方，ジュリエッタの嘆きが多く描かれていることがわかる。ブルックのロミウス
にはいくつかの嘆きの場面があり，ペインターのロミオより女々しい印象を与え，一方，ジュリエットに関して
はペインターのジュリエッタとあまり相違はない。つまりロミウスもジュリエットも，どちらも泣いてばかりの
湿っぽいキャラクターであることがわかる。シェイクスピアのロミオは，修道院で泣く設定などはブルックを採
用し，かなり子供っぽいロミオを登場させるが，ブルックのロミウスよりは人間味がある。別れた後に二人がお
のおの不運を嘆くような場面はなく，５幕のロミオは運命に挑もうという男らしく成長した姿をみせる。（それ
はジュリエットの墓の前でパリスを殺害するという，種本にはない設定についても言えるかもしれない。）また，
ジュリエットは，ロミオ追放の知らせを聞いた時でさえ，種本のように乳母に慰められるどころか逆に乳母を叱
咤し，年齢に不相応なほどの大人振りをみせる。こうして二つの種本とシェイクスピアの主人公たちを比較する
と，シェイクスピアがいかに主人公の性格を転覆させたかが顕著になり，また，一度ずつだけ存在するジュリエ
ットの嘆き（３幕２場）とロミオの嘆き（３幕３場）の場面は，その対照が際立つように配置されていることが
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明らかとなる。
５）結末部
それでは最後に結末部，シェイクスピアの劇でいう５幕３場について比較したい。ここはシェイクスピアが種
本から最も逸脱した場面だと言えよう。まず，ロミオがジュリエットの墓に忍び込む場面であるが，ペインター
にもブルックにもない設定としてシェイクスピアはここでパリス伯爵を登場させる。パリス伯爵は，ロミオにと
っては恋敵，ジュリエットにとっては好きでもない許婚であるため，観客の共感を得にくい存在ではあるが，シ
ェイクスピアの描くパリス伯爵は一貫して好人物である。結婚の日取りが早まったのも，パリスの意志ではなく
ジュリエットの父親の意志であり，ペインターやブルックのパリスが，ジュリエッタ／ジュリエットの美しさに
心を奪われて父親に催促したのとは大きく異なる。そしてジュリエットが埋葬された際には，夫となるべき人に
ふさわしい心からの哀悼の辞を捧げる。そのような好人物であるパリスをロミオが殺害するという設定により，
やけばちになったロミオの向こうみずさが見える一方，女々しさを振り捨てたロミオの成長も伺われ，ロミオの
人物像を複雑にする効果がある。
傍らでロミオが死んでいるのを発見した時のジュリエットの対応も注目に値する。これは前節で述べたジュリ
エットの性格とも関わるが，ペインターとブルックのジュリエッタ／ジュリエットは，恋人の死を嘆く言葉を長々
と語るのに対し，シェイクスピアのジュリエットは，ロミオの遺体を発見してから短剣で自死を遂げるまでが非
常に短い。場面の緊迫感が強調されるとともに，シェイクスピアのジュリエットに独特の潔さがここでも発揮さ
れている。
次に，殺人の嫌疑をかけられたロレンス修道士の弁明について比較したい。ペインターとブルックの両方にお
いて，ロレンス修道士は民衆の前で弁明をする際，最初に身の潔白をくどくとと主張する。流れる涙，墓を開け
るために手にした道具，怪しい時間に墓のそばに潜んでいた事実，そのいずれもが有罪の証拠にはならないこと
を長々と訴え，それからやっと若い二人の恋のいきさつを語るのである。この点，シェイクスピアのロレンス修
道士はあっさりしている。もちろん，前段を省いてもロレンス修道士の台詞は舞台で語る上では十分に長く，上
演上の制約もあって台詞を省いたとも考えられるが，ロレンス修道士に保身を図る未練がましさがなくなった
分，印象がいい。
また，ペインターでもブルックでも，ヴェローナの領主エスカーラ／エスカラスが下す判決が具体的で，乳母
は追放，毒薬を売った薬屋が死刑，ピエトロ／ピーターは無罪放免，ロレンス修道士は無罪ながらも自ら隠居生
活に入ったことが語られる。物語をずっと読んできた読者にとって，薬屋や乳母に対する判決が残酷である印象
は否めない。シェイクスピアでは，エスカラスが「許すべきものは許し，罰すべきものは罰する」（“Some shall
be pardoned, some punishèd” ５．３．３０８）というだけで，具体的に判決の公・不公に観客の心がわずらわされる
ことなく，ロミオとジュリエットの死を悼む厳かな雰囲気で幕を閉じる。
二つの種本を読み知っていたシェイクスピアは，作劇の際，いろいろな点でどちらかのいいところを取り入れ
ながら自分なりのアレンジを加えていたが，最終幕に限っては，両方の種本から意図的に逸脱した。その意図と
は，不要な部分をそぎ落とし結末までのスピード感を一気に加速させること，行き違いの悲劇性を終幕まで薄め
ないこと，種本とは異なるロミオとジュリエットの性格を際立たせることなどにあると言えるだろう。
以上，幾つかの点において，ペインターの「ロミオとジュリエッタ」をシェイクスピアの種本として考慮する
意義を分析してきたが，以下の翻訳を読めば，さらに細かな点でこの第二の種本とシェイクスピア劇の違いがわ
かるであろう。
刊本と翻訳
翻訳においては，Joseph Jacobs ed. The Palace of Pleasure, by William Painter, ３ vols.（１８９０）; rpt.
Hildesheim : Georg Olms,（１９６８）を底本とした。なお，この翻訳は，２００８年９月から２００９年１２月にかけて月に
一度，鹿児島大学法文学部の大和研究室に杉浦裕子，大和高行，小林潤司，山下孝子，丹羽佐紀の５名が集まっ
て行った輪読会の成果である。輪読会では，山下，丹羽，杉浦，小林，大和の順で準備した試訳を全員でつぶさ
に検討し，細部にわたって修正を施した。杉浦はそれらの原稿を取りまとめて文体の統一を図るとともに，解説
の執筆を担当した。従って，原文の解釈については５名の共訳者が等しく責任を負い，訳文の文体と表現につい
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ては主に杉浦に責任がある。原文では段落は設けられていないが，訳文では読み安さを考慮し，意味的に区切り
のよいところで適宜段落を設けた。なお，解説中に引用したシェイクスピアの邦訳は，河合祥一郎『新訳 ロミ
オとジュリエット』（角川文庫，２００５）を適宜参照した。
注
１）本稿は，平成２１年度日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）「シェイクスピア劇の材源と改作に
関する翻訳プロジェクト研究」（課題番号２０５２０２３２）に基づく研究成果の一部である。
２）これはフランスワ・ド・ベルフォーレ（François de Belleforest,１５３０－８３）の『悲劇物語集』（Histoires
Tragiques,１５５９－８２）の第一巻に収められている。
３）ペインターでは薬の効き目は４０時間とある。ブルックにはこの言及はない。
４）他の３作は，第２巻第２３話‘Duchess of Malfi’（４１頁），第２巻第２９話‘Diego and Ginevra’（６６頁），第
２巻第３０話‘Salimbene and Angelica’（４１頁）である。
５）遣いに出されたジュリエットの乳母がロミオと直接話す場面，乳母がジュリエットに結婚式の手はずを報告
する場面，ティボルトを殺した後のロミオがロレンス修道士の庵で嘆く場面，マンチュアへに到着した後のロミ
オの様子を語る場面，乳母がパリス伯爵との結婚に賛成する場面など。
６）『ロミオとジュリエット』において観客が結末を知って劇を観ることの効果については，喜志哲雄『シェイ
クスピアのたくらみ』（岩波新書，２００８）１４－２１頁を参照。
７）桑山智成「『ロミオとジュリエット』のプロローグにおけるシェイクスピアの劇作術～「運命」と「情熱」
の表象について～」『神戸大学文学部紀要』３６（２００９），９５－１１８頁．尚，これ以後シェイクスピアの『ロミオと
ジュリエット』からの引用および行数表示は G. Blakemore Evans ed. Romeo and Juliet, New Cambridge
Shakespeare. Cambridge : Cambridge UP,２００３を参照している。
８）しかしブルックも詩の本編では二人の恋人に同情的な視点であり，運命の女神（Fortune）への言及も頻繁
にある。
９）ブルックの『ロミウスとジュリエットの悲話』からの引用の行数表示はすべて Arthur Brooke, The Tragical
History of Romeus and Juliet, in Geoffrey Bullough ed., Narrative and Dramatic Sources of Shakespeare,
vol.１. London : Routledge,１９５７. pp．２８４－３６３ を参照した。
１０）中村豪「『ロミオとジュリエット』」，『シェイクスピアの変容力――先行作と改作』英米文化学会編，彩流
社，１９９９．１９１頁．
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ロミオとジュリエッタの真実にして一途なる恋を記した美しき物語。
恋人の一人は毒死し，もう一人は憂い悲しんで世を去った。ここに含まれるのは
恋を巡るあまたの苦難と策略の模様である。
思うに，浅はかで貧しい理解力でもって偉大なる神の御業を測る輩は，この物語を容易には信じようとしない
に違いない。そこに描かれている見聞きしたこともないさまざまな出来事に加えて，あまりにも類まれなる完璧
な愛の新奇さの故に。しかしながら，プリニウス，ウァレリウス・マクシムス，プルタルコス等々の作家を読ん
だことのある読者であれば気づくはずだ。古き時代に幾多の男女が，ある者は度を越えた喜びのために，またあ
る者は過度の悲しみのために，あるいは別の者はその他の激情のために死んだのだということを。そしてとりわ
けそのなかでも恋が情け深く心優しい者をとらえ，どのような抵抗も恋のる道行きの激しさを堰き止める防護
壁となりえない時，恋は少しずつ自然の力を蝕み，弱らせ，消耗させて，やがては魂がその重苦に負けてしまい，
生命の場たる肉体を捨ててしまうようなことが少なくないのだ，と。そしてこれこそ，まさに二人の恋人たちの
哀れにして不運な死がその証となって示していることなのである。二人はイタリアの都市ヴェローナにある同じ
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一つの霊廟で最後の息を引き取った。なんとも驚くべきことに，そこには今日にいたるまで二人の遺骨が眠り，
今は亡き恋人同士の肉体の跡を残しているのだ。まさしく真実であると同時に驚嘆すべき物語たる所以である。
旅をする者たちが，自分の生まれた土地に対して誰もが当然抱く特別な愛着によって欺かれなければ，私見で
は旅人たちもわたしと同様，先に述べたヴェローナの町を凌ぐ町はイタリアにほとんどないと認めることだろ
う。アディジェ川という可航川が町のほぼ真ん中を流れ，ドイツへと渡る船が頻繁に航行し，実り豊かな山々を
望む景色はすばらしく，取り巻く谷間も心地よく，そこには数多くの透明無比の泉がほとばしり，この地の安楽
と利便に資していることで知られている。他の多くの特異なもののほかに，詳細は省くが，四つの橋，その他に
も見事な古の遺物が無数にあり，日々，それらを見ようと興味津々の旅人たちの目を引いている。この地にこの
ように多少なりと言及してきたのは何ゆえかと言えば，わたしがこれから語ろうとしているこの紛れもない真実
の物語がかの地で起きたからなのであり，記憶に残るその出来事はヴェローナにおいて今日でもあまりにも有名
で，あの悲しむべき争いを見た者たちの泣きはらした目はいまだ容易には乾きえないほどなのだ。
エスカーラ卿がヴェローナの領主だった頃，町に二つの名家があった。一方はモンテスク家，他方はカペレッ
ト家という一門で，その名声は富と家柄と両方において他をはるかに凌ぐものだった。しかしながら，同等の高
位にある人のあいだに往々にして不和が生まれるのと同様に，この両家のあいだにもある一定の敵意が生じた。
そもそもが違法で根拠もない敵意だったのだが，時が経つにつれ，激しい炎となって燃え上がり，種々様々な策
謀がどちらの側でも企てられ，多くの者が命を落とした。先に名を挙げたエスカーラのバーソロミュー卿はヴェ
ローナの領主だったのだが，自分の国にこのような騒乱があることを知ると，様々な方法でこの二つの家同士を
和解させようと試みたが，まったく無駄だった。彼らの憎しみはあまりに深く根をおろしてしまっていたので，
いかなる賢明な忠告や良き助言によっても軽減されえなかったのだ。両家のあいだで合意を得たのはただ一点の
み，他の者たちをなだめるために，当面のあいだ鎧や武器を捨て，より適切な別の時節を待ち，もっとよい機会
を得ようということ，ただそれだけだった。
このようなことが進んでいるあいだ，ロミオというモンテスク家の一員で，年齢は２０か２１，ヴェローナの若者
たちの中でも特に礼節をわきまえ，行いも正しい紳士がいたのだが，ヴェローナの若き貴婦人の一人に恋をし，
数日のうちに彼女の美貌と品行方正のとりことなるや，彼女に仕え，崇めるために他のあらゆる用向きも職務も
放棄してしまった。幾多の手紙，使者，贈り物を送った挙句の果てに，遂には彼女と話をしようと決心し，自分
の熱愛を打ち明けようと覚悟して，ただそれだけを実行した。しかし操正しく育てられた彼女は，彼の恋情を断
ち，告白の後に彼がもう二度と戻って来たいと思わないようなふさわしい答え方をわきまえていて，現したその
姿は厳しく凛として，口調も鋭く，彼にひと目もくれなかった。しかし静かに沈黙している彼女を見れば見るほ
ど，若き紳士の熱情はさらに燃え上がるのだった。苦しみを癒されないままにそのような奉仕を数ヶ月続けたあ
とで，やっと彼はヴェローナを離れようと決め，転地によって自分の恋心が変わるものかどうか確かめることに
した。そして心の中でこのように思った。「あのように薄情で，あれほどわたしを嫌っているお方を愛してわた
しは一体どうしようというのか。わたしのすべてはあの人のものなのに，彼女はわたしを遠ざける。彼女の存在
をわが喜びとせずにわたしはもはや生きていけない。それなのに彼女はわたしからはるかに離れていなければ，
満足できないのだ。かくなる上はここを離れ，彼女からわが身を引き離そう。わが身のうちのこの炎は彼女の美
しい瞳を薪として燃え盛るのだから，彼女を見つめることをやめれば，その火も少しずつ鎮まり，消えていくか
もしれない。」と。しかし，自分が考えたことを試してみようと思うと，その瞬間にその正反対へと彼は引き戻
されることとなり，どちらに決するべきかわからないまま，途方もない嘆きと悲しみのなかで幾日も幾晩も過ご
した。恋がこれほどまでに彼を苦しめ，かの貴婦人の美貌を彼の心臓の奥深くにあまりにはっきり刻み込んでし
まったために，抗うこともできない彼はその加重によって衰弱し，まるで太陽に照らされた雪のように，少しず
つやつれていった。
彼の両親や親族はこの様子に大いに驚き，彼の不幸を嘆き悲しんだが，とりわけ，彼の仲間の一人で，年齢も
分別も彼より円熟した者がいて，厳しくロミオを非難し始めた。彼がロミオに対して抱いている友情があまりに
も大きいために，その受難を感じ取って，苦しみの共有者となるほどだったからだ。このために，友が恋の痛み
で動揺する様子をしばしば目にしていた彼は，次のように友人に語ったのである。「ロミオ，わたしは大いに驚
いている。君が人生最良の時を一つのものを追い求めて過ごしているからだ。自分が蔑まれ，疎まれているのが
わかっているものなのに。君の惜しみない浪費も，名誉も，涙も，惨めな人生も省みることさえしない。その惨
めなさまによって堅固きわまる不動の精神さえ動かし，哀れませることだってできるはずなのに。だからお願い
だ。われらの昔からの友愛のために，そして君の健康のために，自分を取り戻してくれ。そして君の自由を彼女
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のような情け知らずな人間に譲り渡すのはやめてくれ。なぜなら，君たちのあいだに生じている事態からわたし
が推察するに，彼女は別に愛する人がいるか，さもなければ決してだれも愛さないとの決意なのだ。君は若いし，
持ち物も財産もいっぱいある，それにこの町のどの若者よりも美形ときている。教養もあるし，君が生まれた家
の一人息子でもある。君が，こんなふうに悪徳という地下牢にどっぷりつかっているのを見ることは，君の気の
毒な年老いたお父さんや一族の人たちにとってなんという悲しみであろうか。それも，本来なら君の美徳にみん
なが望みをかけるようにするべき年齢なのにさ。だから，これからは君が今まで犯してきた過ちを認め，君を盲
目にし，邪魔してきた恋の覆いなどとって正しい道を歩むがいい，君の祖先がそうしてきたように。あるいは，
もし君がそんなに自分の意志に従うという考えなら，心をどこか別の場所にうつして，君の値うちにふさわしい
女性を選びたまえ。今後は，何の実りも得られない荒廃した土地に労苦という種を蒔くような真似はするんじゃ
ない。町中のご婦人方が集まる時が近づいてるんだ。そこで君は，前の恋の悲しみを忘れさせてくれるような女
性に会うことができるかもしれないよ。」この若者は，友人が諭すもっともな道理に注意深く耳を傾け，いくぶ
ん心の熱を冷まし始め，良い方向へと導くべく与えてくれた勧告を悉く受け入れた。それを実行に移すべく決意
うたげ
し，彼は町で開かれるありとあらゆる宴や集いに飄然と臨むことにした。つまり，一人の女性に別の女性より関
心を抱くなどということのないようにふるまった。このような生活をして２，３ヶ月を過ごした。そうすること
によって，過去の恋の炎を消すことができると思って。
さてそれから数日の後，ちょうどクリスマスのお祝いの前後で，祝宴がいちばんよく催され，また慣習に従っ
て仮面舞踏会も多いこの時期，アントニオ・カペレットは，一族の長であり，また町の名士のひとりでもあった
ため，祝宴を催した。そして，箔をつけるために，あらゆる紳士淑女を招待した。祝宴にはヴェローナのほとん
どの若者が集まった。もっともカペレット家は（この物語の最初にもお話したように），モンテスク家と不仲で
あったので，モンテスク家の者たちは誰もその宴会には行かなかった。ただ，若き紳士ロミオだけは，夕食のあ
と，仮面をつけて何人かの若き紳士たちと一緒にその宴に出かけていった。しばらくの間，彼らは仮面をつけて
いたが，ついにそれをはずした。そしてロミオは，非常に慎ましく，大広間の隅へと引き下がった。ところが，
煌々と輝く松明の明かりのせいで，彼はだんだんそこにいた人たち，とりわけご婦人たちに気づかれ注目される
ようになった。というのは，自然の女神が彼を飾り立てたその生まれながらの美しさに加えて，人々は，彼を歓
待する義理をほとんど持たない一族の家にこっそり忍び込んだ彼の大胆不敵さに驚いたのである。だがカペレッ
ト家の人たちは，自分たちの敵意を隠して，言葉でも態度でもロミオを無下に扱うようなことはしなかった。そ
れは，臨席賜った人々への配慮からか，あるいはロミオの年齢を考慮してのことかはわからない。そのようなわ
けで，ロミオは自由に，思う存分そこにいた女性たちを眺めつくすことができた。それもとても上品に，たしな
みを持ってふるまったので，彼がそこにいることを喜ばない人はいなかった。
さて，自分の好みにしたがってそれぞれの女性たちの美しさについて品定めをしていると，美しい中にもとり
わけ美しい女性を見つけた。その女性は（彼は以前会ったことがなかったが）他の女性にもまして彼をときめか
せた。彼は心の中で，美の完璧さにおいて彼女に最高位を与えた。恋焦がれる目つきで絶え間なく彼女を愛でて
いると，前の女性に抱いていた恋心はこの新しい恋の炎に打ち負かされてしまった。この新しい恋は，彼の心を
非常に激しく燃え上がらせたので，その炎は死をもってしか消すことができないほどだった。あなたにも，かつ
て人が考え出した中でも最も奇妙な論理のひとつによっておわかりだろう１）。若きロミオは，こうして新しい恋
の嵐に心かき乱され，どんな顔つきをしていいのやら，この恋の炎に不意打ちをくらわされ，すっかり変わって
しまって我を忘れるほどであったので，彼女が誰なのか尋ねる勇気さえなかった。そこで，ただひたすら彼女の
姿を眺めて自分の目を肥やすことに夢中になった。それによって，彼は甘い恋の毒である涙を流した。それは，
彼の人生を最も残酷に終わらせるほどの毒であった。
ロミオをこんな恋の苦しみに陥れたのは，ジュリエッタと呼ばれる娘で，この宴を主催者するカペレット家の
娘であった。彼女の目はあちらこちらさ迷っていたが，偶然ロミオを見つけた。彼女には，この若者は自分がこ
れまで見た中でも最も素敵な男性に思えた。そして，（その時まで一度も待ち伏せしていなかった）恋の神がこ
の若き女性の優しい心を襲い，彼女の心の急所にふれたので，どんな抵抗をしても恋の力から身を守ることはで
きなかった。それで，舞踏会のお歴々のことは無視し始め，ロミオをひとめ見るかあるいはひとめ視線を感じ取
る時以外は，心に何の楽しみも感じなかった。
このようにして，しょっちゅう互いに目くばせし，数え切れないほどの恋の目線でお互いの切ない心を慰めて
いたが，その熱い目線は胸のうちで恋が攻めたてていることのしるしだった。恋の神が二人の心を引き裂き，二
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人は何とか一緒に話をしようとしたので，運命の女神が彼らに絶好の機会を与えてやった。一団の中にいたある
貴人がジュリエッタの手をとって踊りに誘った。彼女はとても優雅に踊り，またとても気品に満ちていたので，
その日，ヴェローナ中の乙女たちをさしおいて，一等の名誉を勝ち得たのだった。ロミオは，彼女が踊りのあと
どこへ引き下がるかあらかじめ予測して，そこへ近づき，目立たないようにその場を利用して，彼女が戻ってく
るとなんとかその隣に座ろうとした。ジュリエッタは，踊りが終わると，前に座っていたところと全く同じとこ
みやび
ろへ戻ってきて，ロミオと，マーキューシオーという別の男性との間に座を占めた。マーキューシオーは，雅な
紳士で，全ての人から好感を持たれ，その感じのよい丁寧な振る舞いによってどんな集まりでも快くもてなされ
た。彼は，子羊の群れの中にいるライオンのごとく，乙女たちの間でとても大胆にふるまう男で，即座にジュリ
エッタの手をつかんだ。彼女の手はいつもは，冬も夏も山頂の氷のように冷たかった２）。もっとも，その時ばか
りは恋の炎で温められてはいたが。
さて，ジュリエッタの左に座を占めたロミオは，マーキューシオーが彼女の右手をとるのを見て，彼の目的の
邪魔をされてはなるものかと彼女の左手をとった。手を少しぎゅっとにぎると，新たな好意でにぎり返されるの
を感じ，なんと答えていいのやらわからず押し黙っていた。しかし彼女は，彼の顔色の変化から，恋の激しさの
あまりしゃべれないのだと理解して，彼に話しかけたいと強く思った。そこで彼のほうを向き，初々しい慎まし
さとはにかみの入り混じった震える声で，こう言った。「あなたとご一緒できるひととき，とても光栄に思いま
すわ。」しかしその先を言おうとしても，恋はかくも彼女の口を閉ざしてしまい，彼女は話を終わりまで続ける
ことができなかった。
これを聞いて，若きロミオは喜びと満足で有頂天となり，ため息をつきながら，そのようなありがたい祝福の
言葉をかけて下さるのはどうしてかと尋ねた。ジュリエッタは幾分大胆になり，愛情のこもった笑顔で答えた。
「あなたがここに来て下さって光栄ですと言っても驚かないで下さいね。マーキューシオー様がちょうど凍える
ような手で私の手を凍りつかせてしまった時に，あなたがその優美な手で私の手を温めなおしてくれたからで
す。」これに対しロミオは即座に答えた。「お嬢様，多くの紳士たちがいる中で，偶然にも私がここへ赴いたのも，
天の恵み深き采配で私が何かしらあなたに快い奉仕をするように遣わされてのことのだとしたら，私はその任務
をありがたく受け，命ある限りあなたにお仕えしあなたを敬愛すること以上に私がこの世で望む満足はありませ
ん。このことは，あなたへの更なるご奉仕が許されますならば，実践でより十分に証明されるでしょう。また，
私の手に触れることであなた様が熱を受け取ったのだとしたら，その熱さも，あなたの美しい目から放たれる鮮
やかな閃光と激しい炎に比べたら，死んだも同然だということがおわかりになるでしょう。あなた様のお目の炎
は私の体中の感覚器官のほとんど全てを激しく燃え立たせてしまったので，まるであなた様の恵みをもってして
も救われない者であるかのように私は燃え尽きて灰と化す時を待っているのです。」この最後の言葉を言い終わ
るや否やのうちに，トーチダンスが終わった。ジュリエッタはすっかり恋の炎に焚き付けられ，彼の手をすぐに
握り返すと，回りくどい返事をする暇を惜しむかのように優しくこう囁いた。「愛しい方，あなたが他にどんな
愛の証をお望みかはわかりませんが，あなたはもうお一人ではなく，私もあなたのもの，名誉が許す限りどこま
でもあなたにお従いするつもりであることをお解かり下さい。そしてどうか，いつか私たちの愛をひそかに話し
合うのに相応しい時機が来るまで，今のところはこの返事で満足なさって下さい。」
気がつけばロミオは仲間たちのところに押し戻されており，今や彼を死にも生かせもするほどの存在となった
彼女に再会するための術がわからなかったので，友人の一人にあの女性は誰かと尋ねた。その友人は，あれはこ
の家の主人で今宵の宴の主催者であるカペレット卿の娘である（そしてカペレット卿は皮肉な運命でロミオがこ
の危険な場所にやってきたこと，だからといって既に始まった宴を中止することもできないことにひどく立腹し
ている），と教えた。一方のジュリエッタも向こう側で，今夜彼女をこんなにも慇懃にもてなし，彼女の心に新
しい恋の疼きをもたらしたあの若き紳士が誰なのかを強く知りたいと思い，彼女の乳母である老婦人を呼んで，
か あ さま
その肩に身を寄せて尋ねた。「お養母様，二つの松明を前に掲げて先頭を歩いていらしたあの二人の若い紳士は
どなたですか？」老婦人はジュリエッタに彼らの家柄を教えた。そこでジュリエッタはもう一度，仮面を手にし
てダマスク織りのマントを身につけていたお方はどなたですかと尋ねた。老婦人は答えて言った。「モンテスク
家のロミオ様です。あなたのお父上の宿敵，あなたの親戚筋全部の敵の家の一人息子ですよ。」モンテスクとい
う名前だけで，ジュリエッタはすっかり驚いてしまい，両家の間の古くからの怨恨を考えると，彼女が大いに愛
情を傾けた愛しいロミオを夫にするということは永遠に達成不可能に思えた。それにも関わらず，彼女は悲しみ
と動揺した心を隠す術を心得ていたので，その老婦人は何も気付かず，ジュリエッタに寝室に戻るように促した。
ジュリエッタは乳母に従いベッドに戻ると，いつもの眠りにつこうとしたが，様々な思いが嵐のように彼女の
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心を取り巻き，かき乱し始めたので，目をつぶることさえ出来ず，あちらこちらと寝返りを打ち，あれやこれや
と心の内で夢想し，この恋の実行を全てやめようとしたり，続けようとしたりしてもがいた。このように，哀れ
な乙女は二つの正反対の気持ちに悩まされていたのだが，一方は彼女の意図を追求するようにと慰め，もう一方
は彼女が浅はかにも頭から突っ込んでしまった切迫した危険を呈示した。そして長いことこの恋の迷宮にさまよ
った挙句，彼女はどう解決したらよいのかわからず，止まらぬ涙を流し続け，自分を責めてこう言った。「ああ，
なんと哀れで惨めな私，私が今心の中で感じている味わったことのないこの苦しみ，私の休息を失わせんとする
この苦しみは，どこから湧き上がるのかしら。不運でみじめな私，あの若い紳士が言葉通りに私を愛して下さる
かなんてどうしてわかるかしら。ただ単に甘い言葉のヴェールの下で，私の貞節を盗み，彼の両親の敵である私
の両親に復讐をし，私に永遠の汚名を着せてヴェローナ中の人々のの種にしたいだけかもしれないのに。」し
かしこう言うそばから，彼女は急に自分の懐疑心を非難して言った。「あのように美しく稀な品のよさの下に，
不誠実と裏切りが潜んでいることなどありえるかしら？ もし顔が心の思いの忠実な使者であるというのが本当
なら，きっと彼は私を愛してくれているに違いないわ。私と話している間，あの方のお顔は何度も色が変わって
いたし，我を忘れたようにぼうっとしていたのを見たもの。これ以上確かな恋の巡り会わせは望みようがないか
ら，彼を夫とするつもりで，最後の息を吐き終えるまで私は不変の愛を貫きましょう。ひょっとするとこの新し
い同盟が彼の家と私の家の間に永遠の平和と友好を生むかもしれないもの。」こう堅く決心して落ち着いたとこ
ろに，彼女はロミオが父親の家の門の前を通るのを見つけ，喜ばしい顔つきになって彼の姿が見えなくなるまで
目で追った。
このようにして数日が過ぎたが，ジュリエッタの姿を見て慰めとすることができずにいたロミオは，毎日カペ
レット家の敷地を眺め，ある日ついにジュリエッタが寝室の窓にいるのを見つけた。寝室の外はすぐ狭い路地と
なっており，寝室の方に向かって見張りの者がいたため，ロミオは自分たちの愛の発覚を恐れて昼間は門の前を
通り過ぎるのを止めたが，夜がその暗い帳で大地を覆うとすぐに一人でその小道を行ったり来たりした。そうし
て何度もそれを重ねて，いったい何のためにそこにやって来ているのかわからなくなった頃，ちょうどジュリエ
ッタも自分の不運に耐え切れなくなって，ある晩たまたま窓の方へと赴いた際に，月明かりの中に彼女の愛しい
ロミオが，供の者も連れずに一人で窓の下に立って待っているのを見止めた。彼女は密かに目に涙を浮かべ，た
め息交じりの声でこう言った。「ロミオ様，あなたはご自分の身を大変な危険にさらしていらっしゃいます。夜
のこんな時間に危険を冒してやって来て，あなたを歓迎するはずのない者たちの手にご自身を委ねておしまいに
なるなんて。この家の者はあなたを捕まえたら，あなたを八つ裂きにし，私の名誉（それは命より大事なもの）
までもが損なわれ，永遠に疑われることになるでしょう。」そこでロミオは答えた。「お嬢様，私の命は神の手中
にあるのです。神のみがこの身を処置できるのです。とはいえ，仮に誰かが私の命を奪おうとしたならば，私は
あなたの御前で，自分の身を守る武芸の腕前を彼に知らしめていたことでしょう。しかし命がそれほど惜しいわ
けではありません。私にとって命なんて，あなたのためならば，きっと犠牲に捧げても惜しくはない程度にすぎ
ません。さっきあそこで命を落としていたら私にとって大きな不幸だったでしょうが，その唯一の無念とは，死
ねばあなたに対する私の善意と敬愛の念を理解していただく手段も術も失ってしまう，それだけです。何かを手
に入れたいとか他の理由があって永らえることを望むのではなく，命ある限りただあなたを愛し，あなたに奉仕
し，あなたを称えるために生きたいと願うのです。」
ロミオのことばが終わるが早いか，恋しさと憐れみに心を鷲づかみにされたジュリエッタは頬づえをついて，
さめざめと涙を流して言った。「ロミオ様，そのお悲しみをまた繰りかえして味わうことはお止めください。二
人を隔てる障碍を思い出しただけでも，死と生の間に宙づりにされたような気持ちになります。私たちの心は互
いに固く結びついているので，わずかでもこの世であなたが傷つくようなことがあれば，必ずわたしもその痛み
を同じだけ感じるのです。どうか結論をおっしゃってください。あなたと私の安泰をお望みになるのでしたら，
簡潔におっしゃってください。何を得ようと決心なさっているのかを。もし私の貞節が許す以上の秘め事をこの
手から受け取りたいとお望みなら，驚くべき見当違いをしておられます。でもお望みが罰当たりなものではなく，
私に対して抱いてくださっているご好意が美徳に基づくものでしたら，しかもゆくゆくは結婚して私をれっきと
した妻として迎えてくださるおつもりでしたら，あなたに妻として従います。つまり，両親に対して当然抱くべ
き服従心と敬意にも，両家の間の古くからの確執にも左右されずに，私はあなたをわが掛けがえのない夫にして
主人，わが所有物すべての主人とし，一点の隙もなくいつでもあなたの指図に従う用意ができています。でも別
の下心を持ち，わが乙女の操を摘んで味見してやろうと，見せかけの陽気な親しさで近づいておられるのでした
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ら，とんでもない思い違いをなさっていますから，どうかお引き取りくださって，わたしが今後は自分と等しい
人たちに囲まれて起き臥しすることをお許しください。」
ロミオが求めるのはまさにこの結婚の二文字だったので，両手を天に突き上げ，有頂天になって答えた。「お
嬢様，かたじけなくも私をそのような者（婚約者）として遇してくださるのでしたら，お心のままに従い，真心
を捧げます。この真心が担保にも確証にもなって，神に許されて私があなたを私の完全な所有者とする時まで，
私のことばの正しさを保証し続けるのです。私なりの計画に着手しようと思いますので，明日，私はロレンス修
道士のところにこの件について相談に行きます。ちなみにロレンス様は私の聴罪司祭なので，これに限らず内密
の事柄について日頃から教えをいただいているのです。あなたさえよろしければ，この場所で，同じ時刻にお会
いいただけませんか。ロレンス様と打ち合わせた計略について説明したいと思いますので。」これを聞いてジュ
リエッタは大いに喜び，二人は一先ず語らいを終えた。この晩ロミオは，ことばの他にはいかなる好意もジュリ
エッタから受け取ることはなかった。
このロレンスなる修道士について，ここでさらに詳しく述べるが，フランシスコ会に属する年配の神学博士で，
聖書研究の分野で優れた仕事をするばかりでなく，学問一般に明るく，自然の秘密に通じ，魔術などの秘密の学
にも造詣が深いことで著名であった。しかし，だからと言って名声がいささかも翳ることなかった。そのような
学識を濫用するということはなかったからである。またロレンスは徳高く敬虔な修道士だったで，ヴェローナの
市民たちから慕われていた。ほとんどの市民たちは彼の赦しの秘蹟にあずかっており，誰もが彼を敬愛していた。
その思慮分別を買われて，市のお歴々からもお声がかかり，市政の重大事について意見を聴かれることも度々で
あった。彼に目をかけていた人々の中には，当時ヴェローナを治めていたエスカーラ公，モンテスク，カペレッ
ト両家の一族郎党など多数の人々が含まれていた。
若いロミオは，すでに述べたように，年端もいかぬ頃からロレンス修道士に一方ならぬ親しみを感じ，秘密を
打ち明けていた。それで，ジュリエッタと別れるとその足で，このフランシスコ会士のところへ飛んで行き，上
乗の恋の首尾について順を追って打ち明けた。仕舞いには自分はジュリエッタと結婚することにしたと言って，
この約束が守れないぐらいなら恥ずべき死を選ぶとさえ付け加えた。これに対して，修道士は，いろいろと説き
る る
聞かせた上で，秘密結婚が不都合であることを縷々述べて，もっと大人にふさわしい慎重さでことを運ぶべきだ
こんこん
と諭した。しかしどんなに懇々と言って聞かせても，彼の目論見を撤回させることはできなかった。相手の頑強
さに根負けしたのと，この結婚が両家を和解させる緒になるかもしれないとも思い，遂には修道士もロミオの願
いを容れて，どうすれば一番よいかよく考えてみるから一日待ってほしいと言った。
しかしロミオが自分なりに自分の方の準備を慎重に整えているとすれば，ジュリエッタも同様に自分なりに骨
折っていた。周りに秘密の恋を打ち明ける相手がいないので，世話係として同じ部屋で寝ている乳母に洗いざら
い話そうと思い，胸に秘めたロミオとの恋の秘密を打ち明けた。乳母も初めはジュリエッタの考えに反対してい
たが，ジュリエッタは彼女を説得して言うことを聞かせる術を心得ていたので，遂には，できるだけのことはす
るし，ジュリエッタの指図にも従うという約束をとりつけた。そこで，ジュリエッタは乳母を急ぎの使いに出し，
ロミオと接触させ，どうすれば二人が結婚できるか尋ねさせ，ロレンス修道士と決めたことを知らせてほしいと
伝えさせた。ロミオは乳母に対して，一日目にこの件についてロレンス修道士に話したこと，修道士は返答を翌
日まで延ばしたが，それが今日であったこと，ほんの一時間前に最終的な決断を携えて帰ってきたばかりである
ことを告げた。さらに，ロレンス修道士と自分が考えた計略とは，今度の土曜日にジュリエッタは告解に行く許
しを母親から得て，フランシスコ会修道院に来て，教会内のとあるチャペルで秘密裡に挙式するのだと伝え，何
とかしてそこに来させてもらいたいと念を押した。
ジュリエッタは慎重に言われた通りにして，母親から許しをもらい，家庭教師と年端もいかぬ小間使いだけを
伴って手筈通りの日時に教会にやって来た。門をくぐるが早いかジュリエッタはロレンス修道士に面会を求め，
修道士が告解用のチャペルにいることがジュリエッタに伝えられるのと同時に，彼女の来訪が修道士にも伝えら
れた。ロレンス修道士はジュリエッタの来訪を確認すると，教会堂内に入り，年配の家庭教師と幼い小間使いに
ミサに出てくるように促し，ジュリエッタの告解が終わったら，再び二人を呼びにやるからと言った。ジュリエ
ッタがロレンス修道士と共に小部屋に入ると，彼はいつもの習いで，しっかりと戸を閉めた。そこは，まる一時
間前に，ロミオと彼がしっかりと戸を閉めて入っていた場所であった。それから，ロレンス修道士は二人の告解
を聴いた後で，ジュリエッタにこう言った。「お嬢さん，ここにいるロミオが私に証言したように，あなたは彼
を夫とすることに同意し，彼もあなたを妻とすることに同意している。今でもまだその気持ちに変わりはありま
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せんか？」恋人たちは，それこそ自分たちの望みだと答えた。修道士は二人の意思が一致して賛同を示している
のを見て取ると，婚姻の尊さについての言葉をいくらか口にした後で，通例の教会の言葉を述べた。ジュリエッ
タがロミオから指輪を受け取ると，二人は修道士の前で立ち上がった。修道士は二人にこう言った。「もし他に
も一緒に打ち合わせなければならないことがおありなら，急いでなされよ。というのも，わしはロミオが出来る
だけひっそりとここを離れるのがよいと考えておるのでな。」ロミオは彼女のもとを離れるのを悲しみながら，
ジュリエッタにこっそり耳打ちした。夕食の後にあの乳母を僕のところによこしてくれ，そうすれば，僕は今晩
縄梯子を作らせて，それを使って君の部屋の窓まで登って行く。そこではもっとゆっくりと僕らのことについて
考えることができるだろう，と。このような取り決めがなされたので，二人は各々，大いに満足して自分たちの
家に戻り，結婚の完成の幸せな時間を待った。
ロミオは自分の家に帰ると，ピエトロという名前の召使に，ジュリエッタとの間で起きたことを包み隠さず明
かした。彼は経験からこの召使いがとても忠実だと分かっており，自分の命を預けてもよいと思うくらい信頼し
ていたのだ。彼はこの召使に，一本の縄梯子――その左右の端にはどちらも頑丈な鉄の鈎がついている縄梯子
――を急いで調達してくるよう命じた。召使いはこれを難なく成し遂げた。というのも，この種の縄梯子はイ
タリアで多く用いられていたのだ。
ジュリエッタはその晩の５時ごろ，乳母をロミオのもとへ送ることを忘れなかった。ロミオは必要なことをす
べて整えており，例の梯子を彼女に渡して，その日の晩，約束した場所に必ずいるようにとジュリエッタに念押
しをするよう頼んだ。だが，別の時に同じような経験をしたことがある者たちには分かるだろうが，瀬を待つ
間は，愛し合う二人の恋人たちには長く思えたことだろう。というのも，二人には一時間の一分一分が千年のよ
うに思えたので，（ヨシュアが太陽に対して行ったように，）３）もし彼らに天に命じる力があるならば，この上なく
黒い雲でもって直ちに地上を暗くしてしまったことだろう。
約束の時間となり，ロミオは最も華麗な衣装を身につけ，幸運に導かれて，自分の心が生気を授かる場所へと
近づいて行った。自分の目的を達成しようと十分に決意をしていたので，庭の塀を易々と登りきった。そして，
用心しながら窓辺までたどり着くと，ジュリエッタの姿が目に入った。彼女はロミオが怪我をせずに登れるよう
にと，既に縄梯子をきちんと固定させていた。ロミオは彼女の部屋に入った。そこは，純度の高いろうそく４）が
幾つか燈されていたので，昼のように明るかった。ロミオの姿がよく見えるようにと，ジュリエッタが燈させて
おいたのだ。
ジュリエッタは夜用のショールをまとっているだけだった。彼の姿を目にするやいなや，彼女はロミオの首に
腕を回し，キスをし終えては，またキスをするという風に，百万回もキスを繰り返した。それから，両腕で彼を
抱きしめ，ため息をつくばかりで，彼に話しかける力は全くなく，自分の口を彼の口に押し付けて，その恍惚の
中で，情の込もった目で彼を見た。それはロミオを，生きも死にもする心地にした。
しばらくして，いくぶん我に返った時，彼女は胸の底からため息をつきながらこう言った。「あゝ，ロミオ。
あらゆる美徳と優しさの鏡であるお方，心からこの場所に歓迎します。あなたがここにいないと，あなたの御身
を色々と考えてたくさん涙を流したので，この泉はほとんど枯れんばかり。でも，今やこの両腕であなたを抱い
ているからには，死でも幸運でも，好きなように来ればいいわ。あなたがここにいて下さるだけで，以前の悲し
みは悉く，何でもないものに思えてしまう。」ロミオは涙あふれる目で彼女を見つめながら，沈黙を破り，こう
答えた。「妻よ，君が僕に及ぼす力がどれほど大きいか，君に会えない一日の一分一分の苦しみがどれほどのも
のか，君自身をもって感じてもらえたら，これほど嬉しいことはない。君と離れ離れでいる悲しみはどれほど些
細なものでさえも死の千倍も苦しいのだ。その苦しみとは，この幸せな瀬が期待できなかったならば，僕の命
の糸を，とうの昔あるいは今にでも断ち切っていたものだ。この瀬は今や，僕がかつて流した涙に見合う贈り
物となった。このことに僕は大いに満足していて，この世全てが自分の思い通りになる以上に，嬉しく思ってい
るよ。君には（過去の悲しみをこれ以上思い出すことなく），来るべき時に僕らの情熱的な心を満たすための助
言を受け入れて欲しい。僕らの邪魔だてをする人たちにつけ込まれることなく，今後の人生の日々を僕らに平穏
に過ごし続けさせることができるような知恵と思慮深さでもって，ことを運んで欲しい。」
ジュリエッタが答えようとしたまさにその時，乳母が入ってきて，彼らにこう言った。「お喋りで時を浪費す
る男は，遅れを取り戻そうとしても手遅れになってしまいますわよ。そうではなく，あなた方はどちらも随分と
互いの苦しみを耐えてきたわけですから，さあ，私が準備いたしました愛の野営地へどうぞ（と彼女は言った）。」
乳母が支度をして整えていたアーチ型の天蓋つきベッドに案内されて，二人はわけなく了解した。それから，二
人きりのベッドでシーツに挟まって，愛の神が考案することができるあらゆる種類の繊細な愛撫を喜び愛しん
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だ。ロミオは処女の神聖なる防御線を解いて，その場所を攻略して行った。そこは，似たような歓喜を味わった
ことがある人にしか分からないような悦びと満足で初めて包囲された。
二人の床入りは，かくして成し遂げられた。ロミオは朝が急いでやって来るのを見て取り，いとまを告げた。
運命の女神が二人の結婚を世間中に躊躇せず公表できるような機会を与えてくれる時まで，二，三日おきに同じ
やり方で同じ時間に訪れると約束しながら。かくして，一，二ヶ月の間，二人は喜びに満ちた心で驚くべき満足
を味わい続けた。遂に運命の女神が二人の幸せを妬み，その車輪を回して，底なし穴の中へと落とし込むまで。
それは，とても残酷で哀れな死によって二人がこれまでの快楽の代償を支払うべき底なしの落とし穴。二人の死
については，あなた方は続く物語を聞いて，これから理解することと相成ります。
さて，以前ふれたように，カペレット家とモンテスク家はヴェローナの長官によって十分に和解させられたわ
けではなく，両家の間には古くからの不興の火花が残っていた。どちらの側も，かつて両家が復活祭の聖祝日に
やったように，些細な機会を捉えることだけを待っていた。（幸福な日の後には大抵，血に飢えた男どもが喜ん
で最も極悪非道な行為に走りたい気になるように，）ヴェローナの古城へと続くブザリー門の側で，カペレット
家の一団がモンテスク家の数名の者と再び出くわし，余計なことは言わず，けんかを始めた。カペレット家には，
この一家の名誉をかけた挑戦を率いるティボルトという名の男がいた。ジュリエッタと同じ祖父母から出た従兄
である彼は，頑丈な身体をした若者であり，戦いの経験が豊富だった。彼は，お前らの強靭な胃袋５）でもって，
ずうずうしいモンテスク家の連中の鼻をへし折ってやれと，仲間たちに檄を飛ばした。これから先，モンテスク
家の記憶が歴史から跡形なく消えるように，と。この喧嘩騒ぎはヴェローナ中に広まり，この都市のあらゆる場
所から加勢する者たちが集まってこの騒ぎに加わろうとするほどに大きくなった６）。ヴェローナを友人数名と連
れ立って歩いていたロミオはこれを知り，急ぎ駆けつけたのだが，そこでは彼の親類縁者たちが殺されていた。
しかしロミオはどちらの側にも多くの負傷者がいるのを見て取ると，友人たちに次のように言った。「友人たち
よ，彼らを引き分けよう。このままではあの者たちはお互いに切りつけ合った挙句，勝負の決着がつく前に体を
ばらばらに切り刻まれてしまうことだろう。」そのように言うと，彼は集団に割って入り，ひたすらどちらの側
の剣をも引き分けては，大声でこう叫んだ。「友人たちよ，もうやめなさい。今まさに争いを断つ時が来た。な
ぜなら，神の正義の怒りを引き起こしただけではなく，われら両家は全世界の非難の的となったのであり，わた
したちのこの町を混乱に陥らせた元凶なのだから。」しかし彼らはお互いに激しく怒りをたぎらせていたために，
ロミオの忠言に耳を貸すこともなく，無我夢中になって互いを殺し，切り刻み，ばらばらに引き裂くばかりだっ
た。こうして彼らのあいだの闘いは残虐非道を極め，それを見守る人たちは彼らがそのように切りつけられるの
を呆然と見つめるのだった。それというのも，地面のいたるところが腕や脚や腿や血で覆われていて，誰一人ひ
るむ気配を見せず，闘いがあまりに長く続いたために，誰が優勢なのかを判断できる者は一人もいない状態だっ
た。ついにはジュリエッタの従兄，ティボルトが怒り狂ってロミオに向かってきて，彼を一突きで刺し貫こうと
した。しかしロミオはしっかりと武装しており，カペレット家の襲撃に備えて普段から着用していた鎖かたびら
で防護してあったので，その一撃ははね返された。ロミオはティボルトに対し，次のように答えた。「ティボル
ト，僕が今まさにこの時まで忍耐を保ってきたことによって君にはわかっているはずだ，僕が君や君の身内と闘
うためにここにやってきたのではなく，僕たちのあいだに和睦と和解を模索するためにやってきたのだというこ
とが。したがって勇気がないために僕が企てに失敗したのだと君が考えているのだとしたら，君は僕を見損なっ
ている。僕がこのように耐え忍ぶ理由を，勇敢さの欠如に帰すのではなく，何かほかに特定のことを重んじてい
るがゆえなのだと考えてくれ。だから，僕をののしることはせず，このように大量に流された血とすでに犯して
しまった殺人とで満足してほしい。そしてお願いだから，僕を怒らせて善意と良心の限界を超えさせるようなこ
とをしないでくれ。」ティボルトはそれに対してこう言った。「卑怯者め，そんなふうに口当たりのよいことばを
弄して保身をはかる魂胆なのだろうが，もっと確実に自分を防御するがいい，さもないと，おまえのことばが身
の保護にもならず，即刻の死から身を護る盾にもならないことを今すぐ俺がわからせてやることになるぞ。」そ
う言うと，彼はロミオに猛然と切りかかり，その勢いたるや，ロミオがその一撃をかわしていなかったならば肩
のところから首をばっさり切り落とされていたほどだった。ロミオはティボルトが一撃を与える体勢が整う前に
即刻その借りを返す熟練ぶりを示した。それというのも，ロミオは自分が攻撃されたことによって激怒しただけ
でなく，相手が自分を負傷させたことにも腹を立てた結果，勇猛果敢に敵を追撃し，三度目に剣で撃ちかかった
時，ロミオはティボルトの喉にぐさりと剣を突き刺し，首の後ろ側に剣先が現れるまで貫通させたのだ。ティボ
ルトは仰向けに地面に倒れ，完全に死んでしまった。これにより，闘いは止んだのである。
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ティボルトは仲間内の長であったばかりでなく，このヴェローナの町でも最高位の家柄の一つに生まれていた
ので，領主はロミオを逮捕，投獄せんとして急遽兵士たちを集めた。ロミオは不運が迫っていることを見て取る
と，密かにフランシスコ会修道院のロレンス修道士の元へと向かった。修道士はロミオの申し立てを理解すると，
いつか運が好転してロミオが無事に外へ出られるようになるまで，彼を修道院内のある秘密の場所へ匿った。
ティボルトを襲った不慮の出来事のは町中に広まり，喪服をまとったカペレット家の者たちはティボルトの
遺体をヴェローナ市会の面前に運び，哀れみの情に訴え，殺人に対する正義の報いを要求した。するとそこへモ
ンテスク家の者たちも現れ，ロミオには邪気はなかったが，相手の攻撃は故意のものであった，と明言した。議
会が招集され，両方の側の証言が聴取されると，「両家は武器を捨てよ」という命令がヴェローナの領主によっ
てその場で下され，ロミオの罪については，彼が自己防衛のために相手を殺したという理由により，ヴェローナ
からの永久追放との判決が下りた。この共通の悲運はヴェローナ中に公表され，町をあげて悲しみ，悼むところ
となった。ある者たちは「ティボルト殿はあれほど剣さばきに長けていたのだから，もしもあのような残酷な死
によって妨げられることがなければ，将来はきっと立派な勲功を成し遂げることが嘱望されたのに」とその死を
嘆いた。別の者たち（とりわけご婦人方）は若きロミオの破滅を悲しんだ。彼は美貌と礼儀正しい気品に溢れて
アダマント
いたばかりでなく，生まれ持ったなんらかの魅力に恵まれ，そのおかげで彼はたとえば硬い磁石がさびついた鉄
を惹きつけるようにあらゆる人の心を惹きつけていたので，ヴェローナ市とその民のすべてがロミオの不運を嘆
き悲しんだのだった。
しかし誰にもまして不幸なのはジュリエッタだった。従兄ティボルトの死と夫の追放との両方を知らされ，際
限なく哀悼の悲しみと不幸の嘆きに満ちた声を上げるばかり。自分自身があまりに度を越えた苦しみに襲われて
いると感じた彼女は，自分の部屋へ入ると，悲しみに打ちひしがれてベッドへ身を投げ出し，さらに悲嘆を強め
るのだった。それはだれも見たこともないような嘆きようだったので，どんなに頑なな人でも心動かされて哀れ
みを感じてしまったことだろう。やがて心の乱れた人によくあるように，彼女はこちらを見据えたかと思えばあ
ちらを見据えたりしていたのだが，偶然にも窓の方を見た時に，ロミオがかつてよくそこから彼女の部屋へ入っ
てきたことを思って，こう泣き叫んだ。「ああ，不幸な窓，不運極まりない入口，お前は私のこれまでの不運の
苦い罠が編まれた場所ね。たとえお前を媒介として私がささやかな喜びとつかの間の満足を得たことがかつてあ
ったにしても，いまやお前はあまりに厳しく苦しい貢の支払いをわたしに強いるので，私のひ弱な身体はもはや
これ以上自らを支えることさえできないほど。この身はきっとわが命を閉じ込めていた門を開き，人生の重荷か
ら解放された魂はどこか別の場所にもっと確かな休息を求めることでしょう。ああ，ロミオ，ロミオ，初めて私
たちが知り合った時，そしてあなたの偽りの約束にわが耳を傾けた時，あんなにたくさんのことばで誓ったわね。
あのとき，私たちのとぎれることのない友好を願う代わりに，一族同士の憎しみを和らげるふりをしながら，あ
なたがあんなにも恥ずべき行為でそれを踏みにじる機会を窺っていたのだとは夢にも思わなかった。それによっ
てあなたの名声は永遠に台無しになり，惨めな私は夫であり伴侶たるあなたから見捨てられることになるのね。
それにしても，もしもあなたがそんなにもカペレット家の血を流すことを望んでいたのだとしたら，どうしてあ
なたは私自身の心臓を流れる大切な血を流さなかったのかしら。あんなに何度となく，それもあんなに人目につ
かない場所で，私の心臓はあなたの残忍な手の中にあったというのに。あなたが私に対して収めたはずの勝利は，
あなたの望み高い心にはそれほど輝かしいものではなかったというわけね。もっと荘厳な勝利が私の大切な従兄
の血という栄誉で飾られることの方がよかったんだわ。さあ，これからどこか他のところへ行って，誰か他の女
の人をだませばいいんだわ，私のように不幸な人を。もう二度と，私のいる所へもどってこないでちょうだい，
というのは，どんなに言い訳したところで，今後私の傷ついた心を癒すことなんてできないでしょうから。その
間，私は残る私の重苦しい人生をひたすら嘆いて暮らしましょう，たくさんの涙を流して，そのうちこの体がす
っかり干上がって水気を失い，ほどなく大地の中に安息の場を探すことになるほどまでに。」
これら諸々の言葉を発するのをやめると，彼女の心は悲しみのあまり硬く張りつめ，もはや泣くことも話すこ
ともできず，あたかも茫然自失の状態に陥ったかのように，全く身動きできないまま立ちつくした。
よ そ さま
それから，幾分我にかえると，弱々しい声で次のように言った。「ああ，他人様の名誉を汚すこの舌よ，一体
全体，お前はなんだってこんなにあの人にとって不名誉なことを言うのだろう？ 敵たちでさえ，あの人のこと
を褒め，賞賛しているというのに？ 一体，なんだってお前はロミオに非があると思い込んだりするの？ あの人
の無実と潔白な行いは，誰もが認めるところなのに？ 一体，これからどこがあの人の寄る辺となるというので
しょう？ 本来なら唯一，あの方の砦とも，また彼の災難の堅固な防壁ともなるべきこの私が，彼を責めたり誹
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謗したりするのであれば？ ロミオ，どうか，どうか私の忘恩の償いを受け入れてちょうだい，私自身の命とい
う犠牲をとおして。そうすれば，あなたの忠誠に対して私が犯した過ちが，世間に明らかになり，あなたにとっ
ては私に復讐をしたことにもなり，私にとっては自ずと罰せられたことになるのです。」
そしてさらに話そうとしたが，体中の力がすっかり抜けてしまい，今にも死にそうな状態であった。ところが，
善良な乳母は，ジュリエッタがなかなか姿を見せないわけを想像することもできず，何か激情の発作にでも襲わ
れているのではないかと疑い，ジュリエッタの父親の館内をあちこちと探し回った。やがて，ついにジュリエッ
タがベッドに横たわっているのを見つけたが，その体は全身，大理石のように冷たかった。てっきりジュリエッ
タが死んでいると思った乳母は，正気を失ったかのごとく泣き始めてこう言った。「ああ，愛する娘よ，お乳を
あげた子よ，あなたの死がどんなに私の心を悲しませることでしょう？」そしてジュリエッタの体のあちこちを
触って調べてみると，まだ体の中に生命の火が灯っていることに気がついた。そこで，何度も彼女の名前を呼ぶ
と，やっとのことでジュリエッタの意識を取り戻すことができたので，次のように話した。「ねえジュリエッタ，
私の可愛い子，こんなふうに我と我が身を苦悶に投じるとは，一体どういうことなの？ 一体あなたのこんな振
る舞いや，こんな極端なふさぎ込みようがどうして生じたのか，私にはさっぱりわかりませんよ。でもここ一時
か
間のうちに，あなたに付き添って墓場に行くことになっただろうということはよくわかりますよ。」「ああ，お養
あ
母さん」（嘆きながらジュリエッタは答えた），「私がどうしてこれほどまでに悲しみ嘆いているのか，そのもっ
ともな理由をあなたはいちばんよくご存知のはずではありませんか？ 一瞬の間に，私の最愛の人を二人同時に
失ったのですよ？」「私の考えるところでは」と乳母は答えた，「あなたのような身分の高い女性が，そのように
ひどく取り乱して極端な振る舞いに走ってしまうのは，ふさわしくありませんよ。というのは，大きな苦しみに
ある時には，なんといっても分別が一番大事ですからね。それに，たとえティボルト卿が亡くなったからといっ
て，あなたの涙で生き返らせることができるとでもお思いですか？ 彼の行き過ぎた無礼な行動を責めようとし
ない人がいるでしょうか？ あなたは，ロミオ様が彼やその一族に対して不名誉を働いて，男ぶりでも武勇でも
決して自分が劣らない相手によって，殺されたらよかったとでもいうのですか？ ロミオ様が無事に生きてらっ
しゃるし，やがては追放の身を解かれて故郷に呼び戻される境遇にあるのですから，それで満足なさい。あの方
はご立派な紳士でいらっしゃるし，あなたもご存知のようにみんなから親しまれ，好かれているのですから。だ
からあなたも，ご自身を忍耐で武装しなさいな。といいますのも，運命の女神は，しばらくの間あの方をあなた
から引き離しはしても，必ずや，再びもっと大きな喜びと満足とともに，彼をあなたのもとに返してくださいま
すから。さあ，一体あの方がどのような状況にあるのかもっとよく知るために，もしあなたがそのふさぎこみを
やめると約束してくれるなら，私は今日にでもロレンス修道士のところへ行って，ロミオ様の行方を聞いてきま
しょう。」
この要求にジュリエッタは同意し，乳母はフランシスコ会修道院を訪ねていった。そこで彼女はロレンス修道
士に会い，彼から，ロミオはいつもどおりの時間にジュリエッタを訪れる予定であること，そしてその時に，こ
れから彼がどうするつもりであるかを彼女に知らせようと思っていることを聞いた。この旅路はあたかも船乗り
の航海のようであった。つまり，激しい困難続きの嵐に翻弄された人が，やっといくらか太陽の光が天から顔を
覗かせて陸地を照らし出すのを目にし，落ち着きを取り戻して難破を免れたことを思っていると，突然また海が
膨れ上がり，波がものすごい激しさと轟きで吼えうなり，前よりももっとひどい危険に再び陥ってしまうという
ように。
いつもの約束の時間がきて，ロミオは彼の約束に従って自分の家の庭に出た。そこで彼は，ジュリエッタの部
屋に登るために自分の梯子がかけられているのを見つけた。ジュリエッタは，両手を広げてすぐに彼を抱きしめ
た。その様子は，魂が彼女の体をおいて駆け出したかのようであった。二人は，まるまるたっぷり１５分以上もそ
のような感極まった状態で抱き合っていた。二人は一言も発することができず，お互いに顔をぴったりとくっつ
けてお互いの涙でぬらし合い，涙が大量にあふれ流れ出る始末，まるで涙の池にどっぷり浸かったかのようであ
った。ロミオはそのことに気づくと，並々ならぬ涙をとめようとして次のように彼女に言った。「僕のいとしい
ジュリエッタ，移ろいやすく気まぐれな運命の女神が仕掛けた思いがけない出来事の詳細を今は物語るつもりは
ない。運命の女神は，瞬く間に人をその輪のいちばん上まで持ち上げておいて，瞬きをするかしないかの間にほ
どなく，今度はいちばん低いところにまで没落させて，百年かかって準備する好意よりももっとひどい惨めさを，
一日のあいだに仕掛けたりするのだ。そのことを僕は今，身をもって証明し，また実際に経験もしている。僕は，
友人たちに大事に囲まれて育ち，君がほとんど知らないことだが，幸せな暮らしを保ってきた。そして，（僕の
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幸福の完成を願って）僕たちが結婚することによって両家の親や友人を和解させ，僕の残りの人生を全能の神が
定めた運命に従って行動していこうと思っていた。だがそれにもかかわらず，僕の企ては悉く後退させられ，僕
の目的はすっかり覆されてしまったのだ。だから，これから僕は，放浪者のようにこの広い地方をあちこちさ迷
わなくてはならない，友人たちから引き離されて，定まった住処もなく。住む所が決まっていれば，僕はぜひと
も君にその場所を教えてそのうち来てもらいたいのだけど。その間，じっと辛抱強く僕がいないことに耐えてく
れれば，必ずや神の御心にかなって良いようになるだろうから。」
しかしジュリエッタは，涙と，命にもかかわる苦しみにさいなまれ，それ以上ロミオに話させようとせず，彼
の話をさえぎって言った。「ロミオ，一体どうしてあなたはそんなに心冷たく哀れみも持たずにいられるという
のでしょう，私をここに一人ぼっちにして，こんな多くのぞっとする惨めさに包囲されるままにしておくなんて？
もはや一時間でも一分間でも，死神が私の前に繰り返し繰り返し現れないことはありません。それでいて私の惨
めさといったら，死ぬこともできやしない。私にははっきりとわかるのですが，きっとその同じ死神が，私をわ
ざと生かしておいて，私の悲しみを愉快がり，私の不幸を高みから眺めて勝ち誇るつもりなのだわ。その上，あ
なたまでもが，残酷な死神を僭称しその代理を務める者のごとく，（見る限り）全く良心の呵責を感じないのね，
私に対してご自分のあらゆる欲望と喜びを満たしておきながら私を見捨てることに。きっと，恋人同士のおきて
は死に絶え，完全に消えてしまったのね。あなたに最大の希望と信頼を寄せ，あなたの為に自らの敵になってし
まったのに，そのあなたが私をないがしろにし，蔑むのだから。いやよ，いやよ，ロミオ。次の二つのうちのど
ちらかに心を決めてちょうだい。あなたが去った後すぐに私がこの高い窓からに真っ逆さまに身を投げるのを見
るか，それとも，どこであろうと運命があなたを導く場所まで私がお供するのを許して下さるか。私の心はすっ
かりあなたのものになってしまったのですから，あなたが去るとわかれば直ぐに私の命はこの悲しみの肉体から
去ってしまうでしょう。この命が長らえることを私が望むとしたら，それはあなたの傍にいるという喜びを感じ，
あなたの不運を分かち合いたいからに他なりません。だからお願いです，もし紳士の心に哀れみが少しでも宿る
しもべ
ものなら，ロミオ，後生だから，その哀れみがあなたの中にも座を見つけ，あなたが私を下僕として，そしてあ
なたの不幸の忠実な連れとして受け入れるようにして下さい。もしも私を妻の身分に相応しい華美な服装で連れ
て行くことが不都合だとお考えなら，誰か私と服を取り替えてくれないかしら？ 両親の横暴から逃げ出すため
に同様の変装をする人々の最初の例になりましょうか？ あなたは，私が召使いのピエトロほどにもあなたにお
仕えできないと思ってらっしゃるの？ 私の忠実と献身が彼より劣るとでも？ 私の美をあなたはこれまでたいそ
う讃えて下さったけど，今は尊んでくれないの？ 私の涙も，愛も，あなたが私の中に見いだした悦楽や満足も，
すっかり忘れられてしまったの？」
ロミオは，彼女の様子がすっかり変わってしまったのを見て取ると，更に悪いことが起こりかねないと恐れ，
もう一度彼女を両腕に抱いて激しくキスをすると，こう言った。「ジュリエッタ，僕の心の唯一の恋人よ，神の
名においてお願いだ，君が僕に抱いてくれる燃えるような愛のためにも，そんな無益な考えはやめてくれ，君が
僕たち二人の破滅という危険を冒そうとしているのでなければ。というのも，もし君が自分の意図に固執するな
ら，僕ら二人とも死ぬ以外に救済策はないのだから。君の不在が発覚したらすぐ，君のお父上は一心不乱に僕ら
さら
の後を追うだろう。そして僕らは見つかって連れ戻され，結局僕は君を攫った者として，君は父親に不従順な娘
として，厳しく処罰されるだろう。つまり喜びに満ちた平穏な生活を築く代わりに，僕らの日々は不名誉な死に
よって短縮されることになるのだ。しかし，もし君が理性という人生の正当な原則を頼りにして，しばしの間お
互いの喜びを捨ててくれるなら，僕は追放中にも三，四ヶ月以内には遅れることなく故国に戻ってくるように指
示を受けるだろう。たとえそのように事が運ばなくとも（そんなことはないと信じているが），何が起ころうと
も僕はまた君の元に戻ってくる。そして友の助力を得て僕らは君を力ずくでもヴェローナから連れ出し，他人の
ような変装をしてではなく，僕の妻として永遠の伴侶としてふさわしい服装の君を迎えるよ。それまでの間はど
うか心を静めて，死以外には僕らを分かつものはないことを信じておくれ。」
ロミオの道理はジュリエッタを十分に説き伏せ，彼女は彼にこう応えた。「愛しい人，あなたの意志と満足に
背くようなことは致しません。あなたがどこに行こうとも，私の心はあなたのもの，あなたがあなたの心を私に
くれたのと同じように。当面の間は，どうかロレンス修道士づてに便りをよこして，あなたがどんな状況にある
か，そして特にどこにお住まいなのかを知らせて下さいませ。」
こうして二人の哀れな恋人たちは夜を共に過ごしたが，ついに二人を隔てる朝がやって来て，悲しみの極限に
引き裂いた。ロミオはジュリエッタの元を去るとフランシスコ会修道院に寄ってロレンス修道士に事の次第を伝
え，それから見知らぬ商人の服装に身を包んでヴェローナを後にした。急ぎの旅で無事にマンチュアへたどり着
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き，（唯一付き添ってきた召使いのピーターを父親に仕えさせるためにヴェローナに送り返すと，）彼自身はそこ
に居を定めた。そこで高貴な人々に囲まれて数ヶ月を過ごしながら，彼をひどく痛めつけた悲しみをやり過ごそ
うと努めた。
しかしロミオがいない間，惨めなジュリエッタの方は悲しみをうまく覆い隠すことができず，顔色があまりに
悪かったために彼女の内なる激情が目につくこととなってしまった。そのため，ジュリエッタの母親は，娘がた
め息ばかりついて絶えず泣きごとばかり言うのを聞いて，彼女に声をかけずにはいられなかった。「娘よ，いつ
までもそんな風にしていては，あなたは立派なお父様とこの私の死を早めることになりますよ。私たちは命と同
じくらいあなたのことを愛しているのだから。ですから今後は悲しみはほどほどにして，快活に振舞うよう努め
なさい。これ以上，従兄弟ティボルトの死を悼むのは止めなさい。神の思し召しで天に召された以上，あなたが
涙を流して彼を呼び戻し全能の神に逆らうことなどできましょうか？」これに対して哀れなジュリエッタは，悲
しみを上手く偽ることができずにこう答えた。「母上様，もうとっくにティボルトのために涙は流し尽くしまし
たわ。涙の泉は十分にあふれ出て枯れてしまったので，これ以上そこから泉が湧き出ることはないと思います。」
母親は，娘の言葉がどういう意図で発せられたのかを理解できずに，これ以上娘を悩ますのを恐れて口を閉ざ
した。そして幾日か経っても娘が変わらず悲しみにと憂いに沈んでいるのを見ると，あらゆる手段を尽くして，
ジュリエッタ自身からだけでなく，家内の召使たちからも彼女の悲しみの原因を探ろうとしたが，すべて無駄に
終わった。そのため，哀れな母親はたいそう気を揉み，夫であるアントニオ卿に娘の状況を知らせることにした。
そしてある日，夫が折りよく手がすいているのを見かけると，こう言った。「あなた，従兄弟のティボルトが死
んで以来の娘の表情と振る舞いをよくご覧になって下されば，あの子に奇妙な変化が見られることにお気づきに
なるでしょう。本当に驚きますわよ。というのもあの子は飲食や睡眠をとろうとしないばかりか，嘆き悲しむこ
とにばかり時を費やし，部屋に独りで閉じこもりたがるのです。そして部屋では，もし私たちが留意してあげな
ければ生命さえ危うくなりそうなほど，常軌を逸した苦しみにもだえています。悲しみの源泉がわからないので，
治療法を見つけるのはそれだけ余計に困難です。私はあらゆる手段をつくして何とかしようと努めてきました
が，彼女の憂鬱病の原因を突き止めることができませんでした。最初のうちはあの子の悲しみは従兄弟の死に端
を発したものだと思っていたのですが，今はそうではないということははっきりわかるのです。特に，あの子が
『彼のための涙は，流したいと思うだけ流し尽くした』と私に向かってはっきり断言しましたから。どう解決し
たらいいかはわからないのですが，あの子は何か他の不運を嘆いているのではないか，つまり周りの女性たちの
多くが結婚しているのにあの子には何の準備もなされていないのを鑑みて私たち両親の愛情が足りないと思い込
とみ
んでいるのかもしれないと，頓に思うのです。ですからあなた，私たちの安らぎと娘の平穏を取り戻すためにも
心よりお願い申し上げます。今後はあの子によく気を配って，私たちの家柄に相応しい結婚の機会を与えてやっ
てくださいまし。」
これに心から同意したアントニオ卿は妻に言った。「お前の言っていることについては私も幾度となく考えた
ことがあった。とは言うものの，まだ十八にもならぬ娘だ。いずれゆっくり結婚相手を見つけてやろうと考えて
おった。しかし，このような仕儀に立ち至ったことでもあるし，乙女の貞操は危うい宝ぐらいのことはわしも心
得ておる。お前に満足のいく決着がつくよう，わしも心がけることにしよう。今まで結婚が遅れてよかったと当
人が思うような縁組みをさせてやろう。差しあたっては，あの子に好いた相手がおらぬかよくよく気をつけて見
てやっておくれ。あの子が健康に生きていてくれさえすれば，嫁ぎ先の財産の多寡や家柄など大したことではな
い。あの子を虐待するような相手に嫁がせるぐらいなら，わしは，土地も財産も失って物乞いをしながらのたれ
死にするほうがましなぐらい，あの子を愛しているのだから。」アントニオ卿が娘の結婚についてを広めると，
その数日後には，多くの紳士たちが，ジュリエッタのすこぶるの美しさとともに，彼女の莫大な財産と収入に目
をつけて，求婚してきた。しかし，なかでもとりわけてアントニオ卿の気に入ったのは，ロドロンヌの領主でパ
リスという名の若い伯爵との縁組みだった。アントニオ卿は，この伯爵に快く同意を与え，妻に娘をどの求婚者
に委ねるつもりであるかを告げた。母親は，娘の夫としてこれほど立派な貴族が見つかったことに大いに喜び，
密かに娘を呼び寄せさせ，父とパリス伯爵との間でどのような話がまとまったかを説き聞かせ，若い伯爵がどれ
ほど男前で優美な方であるかを語り，誰もが誉め称える美徳の持ち主であるのに加えて，財産についても莫大な
けんぞく
富と声望を有しており，結婚すれば自分ばかりか一家眷属もがいつまでも立派な暮らしができるほどであると締
めくくった。しかしジュリエッタは，そんな結婚に同意するぐらいなら体をばらばらに引き裂かれる方がましだ
と思っていたので，常ならぬ強情さで答えた。「お母様，慎み深く貞淑な婦人でありながら，本人の気持ちがど
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ちらを向いているのかも確かめないまま，わが娘を気軽に第三者の好き勝手にさせようとなさるなんて，とても
信じられない。驚きあきれ果てています。お母様のお好きになされば結構ですが，ひとつだけはっきり申し上げ
ます。その縁談をお進めになるとしたら，それは私の意志に反することです。パリス伯爵のご好意と評判につい
て触れるとすれば，伯爵が私の体のいかなる部分にでも触れる資格を得るぐらいなら，その前に私は自殺してし
まいます。そんなことになれば，殺人者扱いされるのはお母様です。私が愛することができず，その気もなく，
愛する方法もわからない相手に私を委ねたのですから。ですから，お願いです。私のことはかまわずに，このま
まこうして生きていかせてください。そうでなくても，酷い運命が私の生死を握っているのですから。」娘の返
答をどのように判断したらよいのか見当もつかない母親は悲しみ，途方に暮れて茫然自失の態で夫で，あるアン
トニオ卿を探し求め，娘の返答を一切包み隠さず伝え，すべての経緯を説明した。善良な父親は怒り狂い，娘を，
たとえ嫌がったとしても無理矢理にでもすぐ連れて来るように命じた。父親の前に現れたとたん，娘は目に涙を
浮かべ，父の足下に身を投げ，両の眼から後から後から溢れ出す暖かいしずくで父の足を濡らした。父の慈悲を
願おうと口を開こうとしても，何度となくしゃくり上げてはため息をつくものだから，まともに口がきけず，無
言で一語も発することができなかった。しかし，父親は娘の涙にも心動かされることなく，憤りながら言った。
「こっちへ来い。言うことをきかない親不孝者め。昔々のローマの父親たちが子供たちに対してどれほどの権勢
と権限を有していたか，幾度となく食卓で語り聞かせたのを忘れたか。好きなように，売ろうが賭けのかたにし
ようが，必要ならば他の方法で処分しても差し支えなかっただけではない。さらには完全な生殺与奪の権が父親
には認められていたのだ。昔の父親が現代に甦って，お前が父親に示した忘恩と不品行と不従順のふるまいを見
たとしたら，どのような鉄の枷でも，責め道具でも，拷問台でも使って，お前を懲らしめ矯正しようとすること
だろう。お前の父は，幾度となく懇願して，近在で最も立派な貴族のひとりをお前の婿に迎えることができたの
だ。この上ない名声に恵まれあらゆる美徳を具え，豊かに恵まれた莫大な財産もさることながら，生まれた家の
立派さと高貴さを考えると，お前やわしにはもったいないような婿殿だ。それなのに，お前は父の意志に逆らっ
て手に負えない不孝な娘の役を演じている。お前をこの世に誕生させてくださった全能の神の全能性を借りて必
ず，次の火曜日には，覚悟を決めてわがヴィラフランコ城に来させる。パリス伯爵がお前に会いにお出ましくだ
さるのだ。そこでわしと母様が取り決めた縁談に「うん」と言ってもらう。さもなければ，わしの財産はお前に
は渡さないだけではすまぬ。お前を厳しく酷い監獄に嫁がせて，生まれてきた日時を幾千回と呪うようにしてや
るぞ。だから，これからどうするべきかよくよく考えてみることだ。わしがパリス伯爵と交わした約束をお前が
守らぬのであれば，怒れる父が不孝な子供に対して抱く正当な怒りがどれほど大きいものか，思い知らせてや
る。」こう言い残して父親は，娘の返答を待たず部屋を出て行った。後には跪いたままの娘が取り残された。ジ
ュリエッタは，父の逆上を知り，父の憤慨を招いたり更なる怒りをこうむることを恐れて，その日一日，自室に
こもって過ごした。そして，その夜は一晩中眠るよりも泣いて過ごした。
翌朝，礼拝に行くことを口実に，部屋付きの侍女をともなって例の修道士のもとを訪ねたジュリエッタは，ロ
レンス修道士を呼び出してもらい，告白の聴聞を願った。そして修道士の足下に跪くと，涙ながらに，父とパリ
ス伯爵の間で取り決められた結婚によって自分を待ち受ける大いなる災厄のことを話した。その締めくくりに彼
女はこう言った。「修道士様，神の掟により重婚はできませんし，私が仕えるのはただ唯一の神，ただひとりの
おんまえ
夫，ただひとつの教えなのですから，ここから出ましたら，あなた様の御前であなた様の目の前で組み合わせて
いるこの手で，今日，この悲しい生を絶ちます。わが魂が天上で，わが血がこの地上で，わが信仰と貞操が堅く
保たれたことを証明できるように。」こう言い終わると，彼女はまわりを見回していたが，その穏やかでない表
情から，なにか禍々しいことを企んでいるかのような様子が見てとれた。これにはロレンス修道士も非常に驚い
て，彼女が心に決めたことを本当に実行するのではないかと恐れ，彼女に言った。「ジュリエッタ，神の御名に
かけて，どうか，少しずつでも悲しみを和らげておくれ。そして，ここにいる間に，お前がどうするのが一番よ
いのか考えるから，落ち着いてほしい。お前がここから出て行く前に，その苦しみを癒す，お前の得心のいくよ
うな方法を考えるから。」
この善良な気持ちを固めると，彼は教会を後にして，自分の部屋に下がり，色々な事柄について思案し始めた。
彼の良心は，パリス伯とジュリエッタの結婚の阻止という点に移って行った。自身が講じた策によって彼女がパ
リス伯と違う男の妻になってしまったことについて考え，また，自身の運命を単純な娘にゆだねることで，取り
返しのつかない危険な企てに着手してしまったことを思い出しもした。もし彼女が賢明に秘密を守らなければ，
自分たちの行いは当然悉く明るみに出て，己の名声は失われてしまい，彼女の夫ロミオは罰せられるであろう，
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と。そこで，彼はあれこれ散々十分に考えた末，遂に，憐憫の情に負けた。パリス伯のジュリエッタに対する姦
淫を許すより，むしろ自分の名誉を危険に晒す方が良いと決めたのだ。ここにおいて，そう腹を決めた彼は部屋
の扉を開け，ガラス瓶を手に持って，再びジュリエッタの所に戻って行った。彼には，彼女の様子が，生に関す
るものでも，死に関するものでも，とにかく報せを待っている呆然自失状態のように見えた。この善良な老修道
士は彼女に向かって，結婚式の日はいつになったのかと尋ねた。「約束の最初の日は水曜日７）です。それは，父と
パリス伯との間で合意された結婚に私が同意するよう定められた日ですが，結婚の正式な手続きは９月１０日以降
です」と彼女は言った。これに対し，修道士はこう言った。「そうか。ならば，娘よ，元気を出しなされ。とい
うのも，我らの主たる神はわしを通して，予め定められた隷属から，そなたとロミオを救い出す道をお開きにな
られた。そなたの夫のことは彼が揺りかごにいた頃からよく知っている。彼は内心の最も大きな秘密の数々さえ，
日々，わしに打ち明けてきた。わしはそれだけ大そう愛してきたので，まるで我が息子のようだ。この心は，そ
れが誰であろうとも，彼に害を与えることに我慢ならない。とりわけ，わしの助言が役に立つかもしれない時に
は。それに，そなたは彼の妻であるから，わしは同様にそなたを愛し，そなたの心を苛んでいる苦悶の受難から
そなたを救う手立てを見つけ出さねばならぬ。だから，娘よ，わしがそなたに明かす秘密を理解しなさい。そし
て，とりわけ，それを誰にも他言せぬよう注意しなさい。というのも，それはそなたの生と死にかかわることな
ので。そなたも知っておろうが，この町の市民たちが報じ，また，同様に自ら広めたことでもあるが，わしは住
むに適した世界中のあらゆる地方を苦労しながら旅してきた。その結果，２０年もの間ずっと，疲れた我が身を癒
すために安楽を求めることは決してしなかった。むしろ何度も荒野の野蛮な獣たち，それに何度も情け知らずの
海，それに陸上や海上の数々の危険や破滅と共に，お馴染みの海賊たちの慈悲に我が身を差し出してきたのだ。
さすら
ゆえに，娘よ，あらゆる流離いの旅がまるきり無益でなかったことは良かった。というのも，通常旅をして得ら
れる大いなる心の満足の他に，ある種の特別な利益を獲得してきたからだ。それについては，神の恩寵によって，
すぐにいくらか体感させてやろう。これまでわしは石や植物や金属，それに地中に隠された他の物の，神秘的な
性質について調べてきた。そのことにより，わしは必要な時に，人の法の通例に反し，自らを援けることができ
るのだ。とりわけ，我が不朽の神が腹をお立てになることなど考えられないとわしが承知している事柄において
ふち
は。そなたも知っているように，わしは，いわば墓場の縁を目の前にしている老人であり，あらゆる監査役の中
で最も偉大な監査役の御前で人生の決算を支払うその時が近づいている。それゆえ，わしは，向こう見ずな若者
の熱が血気盛んな身体の中で沸々と沸き起こっていた頃と比べて，神の審判についてある種の深い知識と理解を
有していると言えよう。ゆえに，善良な娘よ，天が惜しみなく与えたそのような恩寵と支援でもって，長年わし
が昏睡性の薬草を色々使って，ある種の練り物の調合を試して学んできたことを知るがよい。叩いて粉にし，水
と一緒に飲むものだが，１５分以内に，飲んだ者を眠りへと誘い，五感ならびにその他の精気をとても深い所に埋
めてしまう。最も巧妙な医者でさえ，当事者は死んだと判断するほどに。その上，その薬には非常に不思議な効
果があり，服用した者はいかなる種類の苦しみをも感じなくなるのだ。服用量に応じて，甘い眠りが続くが，そ
の効用が切れた時に元の状態へと戻る。さあ，では，ジュリエッタよ，わしの指示を受け入れて，男に劣らぬ勇
気を抱き，女性的な気質を悉く退けるのだ。そなたの幸不幸は，そなたの心の勇気によっているのだからな。こ
の小瓶をそなたにやる。紛れもない自分自身の心臓同様に大事に持っておくのだ。そして，結婚式の前の夜か，
結婚式当日の未明に，水で十分に溶かして，あるだけの量を飲むのだ。すると，ある種の心地よい眠りを感じる
ことになる。それは，少しずつ，そなたの身体の隅々まで効いてきて，全身をくまなく束縛するだろう。金縛り
に遭ったかのごとく，微々たりとも揺るがせはしないほどに。通常の全身機能を果たさず，身体の自然な感覚を
失って，そなたは少なくとも４０時間の間，抜け殻状態でいることになろう。心臓の鼓動やその他の身体の動きが
びっくり
感じられることは全くない。そなたの様子を見に来た者は，ひどく吃驚して，そなたが死んだものと判断するだ
ろう。我々の町の習いに従い，そなたは我々の教会のすぐ近くの付属墓地へと運ばれて行き，そなたの先祖たち
キャピュレット家の共同の墓に埋葬されることになるだろう。わしらはその間，特別な伝令を通じて，目下マン
チュアに身を隠しているロミオにわしらの策の趣旨を伝言しよう。思うに，彼は翌日の夜にきっとここに姿を見
せることだろう。その後，彼とわしは共に墓を開けて，そなたの身体を運び出そう。薬の効き目が過ぎれば，彼
けんぞく
はそなたを密かにマンチュアに送ることになるであろう。そなたの両親ならびに一家眷属の誰にも知られずに。
（おそらくは，）その後，真理の母君たる「時」が，腹を立てたヴェローナの町とロミオの間をとりなしてくれ
ることだろう。その頃までには，そなたたち二人の言い分が明らかになり，そなたたちに味方する全ての人々を
概ね満足させるかもしれぬ」と。この善良なる修道士の言葉が終わると，新しい喜びがジュリエッタの胸を驚か
せた。彼女はあまりに熱心に神父の話に耳を傾けていたので，彼の教えを一点たりとも忘れていなかった。そこ
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で，彼女は修道士に向かってこう言った。「修道士様，私の心を少しも疑ったりなさらないで下さい。お命じに
なられたことは，きっと実行いたします。たとえそれが最も強力な毒であったとしても，あるいは，最も有害な
毒液であったとしても，身体の中にさっと流し込んでみせましょう。この身体を，全く好きでもない殿方の手に
任せるくらいならば。その時には，正当な，強い理由で，自分自身を護れるかもしれません。それに，近づいて
来るいかなる種類の現世の危険に対して我が身を差し出せば，彼に近づくことができるかもかもしれません。私
の命と私がこの世で有しているあらゆる慰めが全面的に依存している，あのお方の近くに」と。それに対し，修
道士はこう言った。「娘よ，では，行きなさい。神の全能の御手がそなたを保護しており，神の卓越した力がそ
なたを護っている。この仕事を遂行するために，そなたの意思と善良なる心を強めるのだ」と。
ジュリエッタはロレンス修道士の元を辞して２時ごろに父親の館へ帰宅した。自宅では門のところで母親が彼
女を待ち受けており，子を思う一心で「あなたはまだ愚かな考えを捨てられないのですか」と問うた。しかし，
ジュリエッタはいつも以上に機嫌よい表情を浮かべ，母親にさらなる問いかけをさせずに，こう答えた。「お母
様，ただいまフランシスコ修道院から戻ったのですが，もしかしてお勤めの必要を超えて長居してしまったかも
しれませんね。聴罪司祭のロレンス修道士様にありがたいお導きをいただきましたおかげで，悩める心に大いな
る安らぎという成果を頂戴できました。修道士様に長々と人生について告白をしてまいりましたのよ。それも修
道士様への告解のほとんどはお父様とお母様とのあいだで交わされたお話，つまりパリス伯と私との縁談にまつ
わることでした。でも，かの徳高いお方が聖なるお言葉と素晴らしいご忠告を下さり，私を思い直させてくれま
した。絶対に結婚しない心積もりだったのですが，もう今はお父様方のご意向とご命令に喜んで従いとう存じま
す。ですから，お母様，お願いです，お父様のご恩愛とご好意を再びいただけますよう，私の代わりにお許しを
乞うてくださいませ。そして，もしよろしければ，お父様にこうおっしゃっていただけないでしょうか。私はお
父様の娘思いのご要求に従いまして，ヴィラフランコでパリス伯とお会いするつもりでおります，と。そしてお
父様方のご面前にて，あの方をわが主たる夫として承諾いたします，と。そのことについてご納得いただけるな
ら，お許しをいただいて，私は部屋へさがって一番貴重な宝石を選ぼうと存じます。美しく飾り上げて，あの方
の前に出るときにそのお心とお好みにできるだけそえるような姿でありたいのです。」
善良なる母は天にも昇る大喜びで，返答の一言も返せないまま，それどころではないとばかりに大急ぎで夫の
アントニオ卿を探しに向かうと，娘の孝心を伝え，ロレンス修道士のおかげで娘の心が変わったことを報告した。
これを聞いて狂喜した善良なる老人は心中で神を称え，こう言った。「妻よ，かの高徳の修道士様によって事が
好転したのはこれが初めてではない。あの方にはこの町の民すべてがありがたき恩義を受けている。あの方の齢
の２０歳分を取り戻すためだったら，わが財産の三分の一を投げ出したいぐらいだ。わしにとって，あの方の老齢
はそれほどまでに嘆かわしい。」
アントニオ卿はパリス伯にヴィラフランコに赴くよう願い出ようと思い，即刻彼に会いに行った。しかし伯爵
の返答は「負担が大きすぎるので，その費用を婚礼の日まで取り置いて，より盛大な結婚式にする方がよろしい
でしょう」とのことだった。それが彼の意に沿ったかどうかは別として，パリス伯はジュリエッタに会いたいと
望んだので，二人はともに出発した。彼が来訪すると知らされたジュリエッタの母は娘に仕度をするよう促し，
伯爵のお出でに備えてどんな高価な宝石も惜しまずに自分の美しさを飾るように，と言った。ジュリエッタはそ
れらの宝石を上手に用いて容姿を飾ったので，伯爵が邸を去るまでのあいだに彼女はすっかり彼の心を奪い去っ
てしまい，それ以来彼女の美しさを思わずに生きることはできなくなった彼は，結婚の成就たる床入りを父親と
母親にせっつき始め，一刻も無駄にせずに婚礼の日を早めたのだった。このようにして十分な喜びとともに日一
日と過ぎていき，婚礼の前日になった。式の日に備えて，ジュリエッタの母は自分たちの華麗で高貴な家柄を示
すために何物も欠かさないよう，十分なものを揃えた。先に触れたヴィラフランコは，ヴェローナから１，２マ
イル離れた別荘で，アントニオ卿も何度も休養に訪れていた場所だったが，そこに晩餐会が準備された。当然な
がら通常の儀式はヴェローナで執り行なわれなければならなかったからだ。
ジュリエッタは時機が迫ってきていることを感じながら，できる限り巧みに隠した。その時が来て自室へ下が
ると，いつもどおりに乳母が仕えて，同室に就寝しようとしたが，ジュリエッタは彼女にこう言った。「善良で
お か あ
忠実なお養母さん，ご存知のとおり明日は私の婚礼の日。今夜はほとんど夜通しでお祈りをして過ごしたいので
す。ですからお願い，今日だけは一人にしてちょうだい。明日の朝六時ごろになったらここへ来て，身支度を手
伝ってください。」善良な老婦人はジュリエッタの意思に逆らうことなく従い，彼女を一人にし，彼女の目論見
にまったく思いが至らなかった。自室に残ったジュリエッタは，テーブルに置かれた水差しの水を修道士にもら
った薬びんに注いだ。そして水と薬を混ぜ合わせると，それをベッドの脇に置き，床に入った。横になると，新
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たにいろいろな考えが彼女を襲い始め，苦痛をともなう死のことが頭をよぎると，どうしたらよいかわからない
かこ
状態になり，ただひたすら嘆いてはこう託つのだった。「女から生まれた者のなかで私ほど不幸で絶望的な人間
があったかしら。惨めなこの世で私に残されたものといえば，悲運と不幸と死の苦痛だけ。身の不幸ゆえに窮地
に追いやられた私は，貞節と道義心を守るために効き目も知れない飲み物をむさぼり飲まなくてはならない。で
もいったい，この粉薬が作用するのが早すぎるかどうか，遅すぎるかどうか，あるいは予定の時間ぴったりに効
いてこないかどうか，私は何を知っているというのだろう。私の罪が露見したら，私は人々の語りぐさになるか
もしれない。それに，墓場や地中の穴によく現れる蛇や這い回る有害な虫どもが，私が死んでいると思って，噛
みつかないとも知れやしない。そんなこと，考えただけで死んでしまう。それにしてもロミオとロレンス修道士
様が私を助けに来てくださる前に，もしも運悪く目覚めてしまったなら，お墓に眠るご先祖様たちの死肉や骨の
嫌なにおいに耐えられるかしら。」こんなふうに彼女があれこれと深い思いにふけっていると，従兄のティボル
トの幻のようなものが，かつて彼女が見た，怪我をして血まみれになったそのままの姿で見えた気がした。そし
て，彼女がたくさんの死体や完全にむき出しの骨に混じって，生きたまま埋葬されなければならないことを考え
ると，彼女の華奢で繊細な身体はがたがたと震え出し，恐怖におののいたようにその黄色の巻き毛が不安に逆立
ち，まるで１０万もの死神が自分の周りに立って，四方八方から彼女を引っ張ってばらばらに引きちぎっている感
じがするかのように，冷たい汗が心臓を貫き，その他の体のあらゆる部分に流れては濡らし始めた。そして体の
力が少しずつ減じていくように感じ，あまりにもひどく衰弱してしまうと自分の計画を実行することができない
のではないかと不安になり，激情で感覚を失った女のように，それ以上の心配をやめると，薬びんに入った液体
を飲み干した。そして腹の上で腕を交差すると，その瞬間に体の全ての力が抜け，昏睡状態となって眠った。
やがて朝の太陽が東から顔を出し始めると，前夜にジュリエッタを部屋に残して鍵をかけた乳母が扉を開け，
彼女を起こそうと何度も声をかけながら，こう言った。「お嬢様，長く眠りすぎです。パリス伯が起こしにいら
っしゃいますよ。」哀れな乳母は，いわば壁に話しかけたようなもの，耳の聞こえない者に歌を歌ってきかせた
ようなもの。というのは，たとえこの世のあらゆる身の毛もよだつ嵐のような音が，とてつもなく大きい射石砲
から放たれて彼女（ジュリエッタ）の繊細な耳に響いたとしても，彼女の命の精気は固まり，停止してしまった
ので，決して目を覚ますことはできなかった。それで哀れな乳母は驚き，ジュリエッタの腕や手を揺さぶり始め
たが，それらが大理石のように冷たいことに気がついた。
それから彼女の口に手をやると，突然，彼女が死んでいることを悟った。というのは，ジュリエッタが息をし
ていないのがわかったからである。そこで，まるで気がふれた女性の態で，乳母は母親のところへ知らせに走っ
た。母親は，子を奪われた虎のごとく気も狂わんばかりで，自ら娘の部屋へと急いだ。そしてなんとも哀れな様
子で娘を見ると，彼女が死んでいると思ってこう叫んだ。「ああ，私の全ての喜びと幸福を終わらせてしまった
残酷な死よ，お前の最後の怒りの鞭を，私に対してふるうがいい，私にこの先，嘆きに満ちた残りの人生を送ら
せることによって私の苦痛が増すことのないように。」それから彼女は，心臓が粉々に砕けてしまわんばかりに
苦痛に満ちたため息をつき始めた。彼女の嘆きの声がますます大きくなったので，父親，パリス伯爵，紳士淑女
の一行といった，結婚の祝宴に列席するべく集まってきた人たちはほどなく，何が起こったのかを耳にし，突然
悲しみに満ちた憂鬱のどん底へと引き込まれた。彼らの顔を見た者なら容易に，まさしくその日が怒りと悲しみ
の日となってしまったことがわかっただろう。とりわけ，アントニオ卿は，耐え難い悲しみに心も凍りつくばか
りで，涙も言葉も出ることかなわず，どうしてよいかもわからないまま，すぐに町でいちばん優れた医者たちを
呼びにやらせた。医者たちは，ジュリエッタの命がもはやないことを診てとると，みんな定説に従い，憂鬱がこ
のような突然死の原因であると診断を下した。それで，みんなの苦しみは新たになった。嘆かわしく，悲惨で不
幸な，また致命的な日というのがあるとすれば，ヴェローナでジュリエッタの死が公にされたこの日こそ，まさ
しくそのような日であった。なぜなら，彼女のことを，身分の高い者も低い者もとても嘆き悲しんだので，みん
なの悲しみによって町全体が打ちひしがれたからで，それももっともなことであった。というのも，彼女の生ま
れながらの美しさ（しかも多くの美徳によって，自然は，彼女をより一層魅力的な女性にしていた）に加えて，
ジュリエッタはとても慎ましく賢明で，献身的であり，その謙虚さや礼儀正しさゆえに多くの人々の心を虜にし
ていたので，彼女の不幸を嘆かない者はなかったのである。
さて，一連の出来事がこのように悲しみの状況にある一方で，ロレンス修道士は，迅速に，同じ修道院のアン
セルム修道士を急いで遣わした。この人物をロレンス修道士は自分自身のように信頼しており，自ら筆をしたた
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めた手紙を彼に託して，これをロミオ以外の誰にも渡してはならぬと命じたが，その手紙には彼とジュリエッタ
の間で交わされた出来事，特に，粉薬の効き目のことが書かれていた。また彼はロミオに，手紙の中で，次の夜
に急いでヴェローナに行くよう命じた。というのは薬の効き目がちょうどその頃切れるからで，そのあと愛する
ジュリエッタをマンチュアへ連れて帰ること，ただし運命の女神が彼らに味方してくれるまでは姿を偽ること，
をしたためておいた。
使いの修道士は，非常に急いだので（遅い時間ではあったが）しばらくのちにはもうマンチュアに着いた。と
ころでイタリアの習慣として，市外から来た修道士は，市中で用事を足すのに同じ修道会の仲間をひとり伴うべ
しということになっていたので，彼は自分の修道会の修道院へ行った。そしてそこへ行ったが故に，その日また
外出をするのは違法，ということになってしまった。というのも，それより数日前，この修道院の修道士が，流
行り病で亡くなったということであった。それで，病気になった人たちを訪ねて健康を管理する役人たちは，修
道院長に，いかなる修道士も，この件で特命を受けた役人たちに許可されるまでは町中をうろついたり市民と話
をしてはならない，との通達を出した。このことが，これからあなた方がお聞きする大いなる不幸の原因となっ
たのだ。
修道士は，このような戸惑いの中，出かけることもできず，手紙に何が書かれているのかも知らなかったので，
その日の外出は延期した。事がこのような苦境にある中，ヴェローナではジュリエッタの葬式の準備が行なわれ
ていた。イタリアでは（よくあることだが）ひとつの血筋や家系に属する主だった人たちを，みんなひとつの墓
に葬る習慣がある。そこで，ジュリエッタも修道士たちの教会のすぐ傍にある墓地の，カペレット家の墓に通常
通り埋葬された。そこはまた，ティボルトが埋葬されたところでもある。彼の葬式が立派に行なわれたその場所
へ，みんなが再び集まった。そこへロミオの召使であるピエトロが，彼の使いを果たしに来た。前にもお話した
ように，彼の主人は，この男を父に仕えさせるため，また自分の不在中にあったことを報告させるために，マン
チュアからヴェローナへと再び遣いにやったのだった。
ピエトロは，ジュリエッタの体が墓に葬られるのを見ると，他の人と同じように彼女が本当に死んだのだと思
い，ただちに早馬に乗ってマンチュアへと急いだ。そこで彼は，彼の主人がいつものように家にいるのを見つけ
ると，目に涙をいっぱいためて次のように言った。「ご主人様，世にも信じられないような事があなた様の身に
おこりました。もしあなた様が心を堅固に武装していなければ，私はあなた様の死神の残酷な手先となってしま
うのではないかと恐れます。お伝えします。昨日の朝，私どもの女主人ジュリエッタ様が，この世での生を終え
られ，あの世での休息へと入られました。そして私はこの目で，あの方がフランシスコ会修道院の教会墓地に埋
葬されるのを見ました。」この悲しい伝言の響きに，ロミオは激しく嘆き始めた。まるで彼の精気が激しい苦悩
に悲しむあまり，その霊魂がすぐに体を飛び出したかのようであった。しかし，極限の状態に達するまでは彼を
失神させまいとする強い愛が，彼の幻想の中でひとつの考えを抱かせた。すなわち，もし彼が彼女の傍で死ぬこ
とが可能なのであれば，その死はむしろ栄光であり，彼女も（彼はそう思ったのだが）より慰められるだろうと。
このような理由から，彼は悲しみが露呈するのを恐れて顔を洗い，部屋を出ると召使いに留守番しておくよう命
じた。（もし可能であれば）彼の悲しみを癒すにふさわしい薬を見つけるために，市中の隅から隅へと歩き，探
し回るつもりで。
さて数ある店々の中で，備品も乏しく，在庫の箱や，その他諸々の調合に必要な物もさらに乏しい薬屋を見つ
けると，（ロミオは）その薬屋の主人の貧しさが，彼に喜んで自分の求める物を提供させることになるだろうと
考えた。そこで主人を脇に連れて行くと，こっそりと次のように言った。「主人よ，見たところおまえさんがこ
の店の主人のようだが，もしそうなら，ごらん，ここに５０ダカットある。これをおまえさんに払うから，何かと
ても強力で激しい効き目のある毒を私にくれないか。それを飲めば１５分くらいで死をもたらしてくれるような。」
欲深い薬屋は，収入の誘惑にかられてこの客の要望に応じ，他の客たちの前では彼に何か他の薬を渡すようなふ
りをして，急いで激しい効き目の毒薬を準備した。そのあとこっそりと，彼に告げた。「だんな様，ご要望以上
の物を差し上げますよ。これを半分も飲めば世界でいちばんたくましい男だっていちころで死んじゃいまっせ。」
ロミオは毒を受け取ると，家へ戻り，召使にすぐにヴェローナへ急ぐように，そして蝋燭，火口箱，またジュリ
エッタの墓を開けるのに必要なその他諸々の道具を用意するように，そしてとりわけ，フランシスコ会修道院の
墓地で必ず彼に立ち会うこと，死を覚悟の上でこの目論見を秘密にしておくことなどを命じた。
ピエトロは，主人の命じたとおり大急ぎで戻ったので，程よい時間にヴェローナに到着し，命じられたもの全
てを準備した。その間ロミオは死ぬ思いに悶えながら，インクとペンを自分のところに持ってきてもらい，事の
成り行き全てを簡潔に手紙に記した。彼の愛，彼とジュリエッタの結婚，結婚を挙行し夫婦関係を完成させた手
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段，ロレンス修道士の手助けを得たこと，毒薬の購入，そして最後は自害について。自分の耐え難い悲劇につい
て書き終えた後，ロミオは手紙を封に入れ，自分の印章で封印し，父親宛の宛名を書いた。手紙を巾着に入れる
と彼は馬の背に飛び乗り，大急ぎで馬を走らせたのでヴェローナの町には夜更けに城門が閉まる前に到着した。
門ではロミオの召使が，灯りと先に命じられたような墓を開けるために適した道具を手にして彼を待ち構えてお
り，その召使いに向かってロミオは言った。「ピエトロよ，この墓を開けるのを手伝ってくれ。墓のふたが開い
たらすぐに，命がけで守って欲しいことがある。決して私の傍に来るでない，そして私がやろうとしていること
を妨げないでくれ。そして，さあ，この手紙を明日の朝私の父が起床する時に渡してほしい，この手紙はひょっ
とするとお前が思うより父にはよい知らせかもしれぬからな。」ピエトロは主人の意図がわからないまま，少し
離れたところに立って主人の振る舞いと顔つきを眺めた。そして彼らが地下納骨所の蓋を開けると，ロミオは階
段を二段下って，ろうそくを片手に涙に潤んだ目でジュリエッタの遺体を探した。彼女はロミオにとって目の玉
と同じくらい大切だったので，優しくキスをして両腕にぎゅっと抱いたが，見ているだけでは満足できず，おそ
るおそる手をジュリエッタの冷たい腹の上に置いた。そして体のあちこちを触ってみて生きていると判断できる
ものが何も感じられないことを悟ると，箱から毒薬を取り出し，それを一気に飲んでこう叫んだ。「ああ，ジュ
リエッタ。君にとってはこの世はあまりに生きるに値しなかった。君の傍で死ぬこと以外に，どんな死に方が私
の心により望ましいものとうつるだろうか？ 君の墓の中に埋葬される以外に，他にどんな光栄な墓があろうか。
僕たちお互いの哀れな命の犠牲以外に，どんな素晴らしい墓碑銘が記憶に刻まれるだろうか？」そして悲しみを
新たにしようとした時，彼の心臓は毒薬の猛威で侵され始め，毒薬は少しずつ心臓をむしばんだ。ロミオは周り
を見渡すと，ティボルト卿のまだ完全に腐ってはいない遺体がジュリエッタの隣に横たわっているのを見つけ，
あたかもそれがまだ生きているかのように話しかけた。「（ああ，従兄弟のティボルトよ，）君が今どこにいよう
とも，君の命を奪ってしまった私の罪に対して心から許しを請いたい。もし君の亡霊が私に対する復讐を求めて
叫ぶなら，君を殺した私がこの手で自分を毒殺し君の傍に埋葬しようとしているのだから，それを見ること以上
に君にとって願ってもいない冷酷な満足があるだろうか。」話を終えるとロミオは少しずつ生命の灯が消えてい
くのを感じて膝を突いて倒れ，か弱い声で囁くように言った。「ああ主よ，私の罪を贖うために父なる神の胸か
らこの世に降りてこられ処女マリアの子宮で人間の肉体を得られし主よ，私は自分のこの肉体が土くれと塵以外
の何物でもないことを認め告白します。」こう言うと，絶望的な悲しみに捕らえられてロミオは激しい痛みでジ
ュリエッタの体の上に倒れた。心臓はあまりの苦しみで弱りきり，毒薬の猛威に耐えることも出来ず，体の感覚
や力がすべて抜け，そのような状態でこの瞬間に彼の魂という玉座が彼の体から離れ，手足はまっすぐ伸びて冷
たく固まった。
ロレンス修道士は粉薬の効き目の時間を知っていたので，仲間のアンセルム修道士を通じてロミオに送った手
紙の返事が来ないことに驚き，もうすぐ目を覚ますジュリエッタに新鮮な空気を吸わせてやるために自ら墓を開
けようと決心をして，目的に見合った道具を携えフランシスコ会修道院を出発した。そして納骨所に近づくと，
中で灯りがともっているのを見つけて恐ろしくなったが，その時すぐ近くにピエトロがいて，ロミオが中にいる
こと，そこでロミオが３０分あまり嘆き続けていることを証言した。そしてロレンス修道士とピエトロの二人が墓
の中に入るとそこに息絶えたロミオを発見し，彼らの大切な友が貫いた愛をすっかり想像できたので，たいそう
悲しんだ。そして彼らが嘆き悲しんでいると，ジュリエッタが仮死状態から起き上がり始め，彼女は墓の中の灯
りを見て，目に映るものが夢か幻想かはっきりせぬまま，徐々に意識を取り戻し，ロレンス修道士の姿を識別す
ると，彼に向かって言った。「修道士様，神の名にかけてどうかお約束を果たしてくださいませ。私は死んだも
同然の身です。」そこでロレンス修道士は何事も隠し立てせず，（というのもその場にあまり長く留まりすぎると
捕まるのではないかと恐れたからだが，）アンセルム修道士をマンチュアのロミオの元に派遣したこと，そのロ
ミオから返事が届かなかったことを忠実に物語った。返事が届かないにも関わらずロミオが墓の中で死んでいる
のを発見したといって，ロレンス修道士は彼女の傍に横たわるロミオの遺体を指差し，こうなってしまったから
にはこの突然の不幸に忍耐強く耐えるよう求め，もし彼女が望めばどこかの女子修道院に連れて行ってそこで彼
女が悲しみを癒し心に平安を与えられるようにしてあげようと申し出た。ジュリエッタはロミオの遺体に目を落
とすや否や，噴水の導管を壊したかのように涙をほとばしらせた。その涙はあまりに多量に流れ出て，自らの悲
しみの狂乱を抑えることができないかのように，彼女は留まることなく彼の口に自分の口を重ねて息をし，彼の
遺体の上に身を投げ出してそれをしっかと抱きしめて，まるでため息とむせび泣きとで彼にもう一度生命を与え
ようとしているかのように見えた。ジュリエッタはロミオに百万回もキスを繰り返すとこう叫んだ。「ああ，私
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の心の愛しい慰め，そして私の全ての喜びと楽しみの唯一の港であるあなた，あなたはこの場所でご自分の恋人
の腕の中を墓場とし，私のためにあなたの命の旅路を，もっとも貴重で素晴らしいはずの若さの花盛りに終わら
せることを選ぶように固く決心していたのですか？ 死そのものがこの場所を支配しているのに，あなたの傷つ
きやすい体がどうして死神とのおそろしい闘いに抵抗する力を持ち合わせたでしょうか。あなたの優しく上品な
若さがどうしてわざわざあなたがこの汚くて病毒に侵された場所に近づくことを許したのでしょうか？ ここで
は今後，あなたにふさわしくない蛆虫たちがあなたの上で自由に這い回ることになるというのに。ああ，悲しい，
この悲しみをこれから先，新たに嘆く術はあるだろうか。時の流れのなかで久しく耐え忍ぶことで，悲嘆は埋葬
され，すっかり消し去られてしまうはずだから。ああ，みじめで哀れな私は，おのれの悲しみを癒そうとして，
わざわざ刃を鋭く研ぎすますことになり，この冷酷な一撃が致命傷となるのだわ。ああ，不運極まる恋人たちを
結びつけた完全無欠の絆をあの世で証言してくれるはずの，幸せで運のよい墓穴よ，ここに最後のすすり泣きを
受け取っておくれ。憤死の酷き犠牲者のなかでも極めつけの酷き犠牲者を迎え入れておくれ。」ジュリエッタが
いつまでも嘆きをやめようとしないでいると，ピエトロはロレンス修道士に安息所のそばで物音がすると注進し
た。不安になった二人は，捕まることを恐れて，すぐに墓を出た。
ジュリエッタは一人取り残され，思いのままにロミオを両の腕に抱き，まるで，死にではなく愛にとり憑かれ
たかのように，熱烈にキスをした。そしてロミオが脇に帯びた短剣を引き抜いて，自分の心臓めがけて何度も突
き立てながら，虫の息で哀れげに言うのだった。「ああ，死よ，悲しみの終わり，幸せのはじまりよ，心から歓
迎します。今度は恐れず，お前の矢を鋭く研ぐがいい。これ以上ぐずぐずと生き存えさせないで。死出の旅に出
た私の魂が，数多い死者の群れのなかからロミオの魂を探し当てられなかったら困ります。愛しい主人にして忠
実な夫，ロミオ，少しでも覚えていたら，心から愛した女，あなたの無体な死をもたらした張本人を迎え入れて
ください。他ならぬあなたが正当にわがものにした恋人をかわいがってくださり，私たちの魂が明るいこの世界
から旅立ち，永遠の楽園にいつまでも生き続けられるように，喜んでその魂を捧げたのですから。」これだけ言
い終わると，ジュリエッタは昇天した。
これだけのことがこうして終わったところに，市の衛兵たちがたまたま通りかかり，墓穴から漏れる光に気づ
いて，妖術使いどもが墓を暴き，妖術の道具として死体をもてあそんでいるのではないかと思って，真相を確か
めるべく，地下納骨堂に降りていった。そこで衛兵たちは，ロミオとジュリエッタが，さながら生ける徴をたた
えているがごとく，互いに両腕を相手の首にからめているのがわかった。とっくり観察してやっと，衛兵たちは
二人がどのような状況にあるのかを悟った。それですっかり驚いて，彼らは，この殺人を行なった盗賊（盗賊の
仕業だと彼らは考えたのだ）を探した。そして，ついに善良なるロレンス修道士と，死んだロミオの召使いピエ
トロを見つけ（二人は物陰に隠れていた），監獄へと連行し，エスカーラ卿とヴェローナの役人たちに恐ろしい
殺人事件の報告をしたものだから，やがてこの事件のことはヴェローナ中に広まった。そして全市民が集まって
来た。女性たちも子どもたちも家を留守にし，哀れなありさまを見に集まったのだ。全市民に殺人事件を知らし
めようと，役人たちは，亡骸を壇上高く，二人が納骨堂のなかで発見された時と同じ姿で安置して衆人の目に触
れさせた。そしてピエトロとロレンス修道士は，公衆の面前で，取り調べを受けた。公開で行われたのは，後に
なって人々が不平をつぶやいたり，知っていたのに知らなかったふりをすることがないようにという配慮であ
る。
壇上に上げられ，白い髭を涙ですっかり濡らしたロレンス修道士に，裁き人たちは，この殺人の張本人が誰か
を申し述べるよう命じた。おかしな時間に鉄梃を手に納骨堂のそばで捕縛されたのだから，もっともな問いであ
る。単刀直入な物言いに慣れたロレンス修道士は，この審問にまったく動じることなく，しっかりした重々しい
声で答えた。「みなさま，私のこれまでの履歴と老齢に敬意を払ってくださり，その上で，不運が一瞬にして私
を巻き込んだこの悲しいありさまをご賢察ください。この世に生を享けてその虚しさを経験しはじめてから七十
有余年になりますが，それだけの年月のあいだにも予想できなかった突然の変転に誰もが驚いておられることで
あがな
しょう。（神の御前では）私はキリストに購われし羊の群れのなかで最も罪深き者であることを告白いたします
けれども，思わず赤面してしまうか顔を隠さなければならないような，いかなる破廉恥罪についても，私は嫌疑
をかけられたり，取り調べられたり，有罪とされたことは一度もありません。それにもかかわらず，私は申し開
たかみくら
きをするよう迫られ，そうしようとしている。死と墓穴と蛆虫は日々私のこの肉体を神の審判の高御座の前に出
頭を命じています。私も，希望する墓へと運ばれて行くことを常に待ち望んでおりますから，今こそ，わが命の
最大の損壊である死，正当な避難所である墓穴へと飛び込むときであると私は申し上げ，みなさまも同じように
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お考えのことと思います。この私に対する悪意を生み出したものはもしかしたら，この顔におびただしく流れ落
ちるこの多量の涙かもしれません。それでは，まるで聖書にイエスが暖かい同情と共感で心を動かし，涙を流し
たこと，幾度ともなく涙が無実を語る忠実な報告者であったことなど，まったく書かれていないかのようではあ
りませんか。さもなければ，最も有力な証拠と推定は疑わしい時間であります。役人のことば通り，そんな時分
に捕まったことで殺人について私が有罪であるとされています。まるで，すべての時間が創造主である神によっ
て区別なく創造されたのではないと言わんばかりです。神は，御自ら私たちに一日に十二の時があると告げ，そ
れによって，善行であれ悪行であれ，行われない例外的な時などなく，いついかなる時も区別なく，人々は神の
御使いによって導かれたり見捨てられたりすることをお示しになっているのです。私とともに発見された鉄梃に
つきましては，今さら鉄が最初何のために創造されたかみなさまに説明する必要はありません。また，それを濫
用する人の悪意がともなわない限り，鉄梃それ自体が人間をよくも悪くもする力を持っているわけではないこと
も自明です。これだけを申し上げるのが適当だと考えますのは，涙も鉄梃も，また怪しい時間も，殺害について
私を有罪にすることはできませんし，私を私以外の人間に仕立て上げることもできないということです。もし私
が有罪だとしたら，わが良心という証人だけが，弾劾者と証人と処刑人になるはずであり，私の年齢とみなさま
の間での評判，この世に生きるのに残された短い時間が，思いつく限りのこの世の責め苦以上に，私を内側から
苦しめているはずです。しかし，（わが永遠なる神に感謝いたします，）私は，みなさまが揃って心を悩ませ驚い
ておられるこの事件についていかなる良心の呵責も感じておりません。みなさまの胸を落ち着かせ，みなさまの
心を今後苦しめるかもしれない疑念を取り除くために，誓ってみなさまに申し上げますが，私が赴くことを望む
天国の隅々にかけて，ただちに，この悲しむべき出来事の一部始終を説明いたします。お聞きになったら，おそ
らく，この二人の哀れな恋人たちが強く忍耐をもって，互いの熱烈で堅固な愛ゆえに，自分たちを死神の思うが
ままにさせたことにも劣らず，怪しみ驚かれることでしょう。
それから，その尊き修道士はジュリエッタとロミオの恋について，始めから語り始めた。二人の愛は時が経つ
うちに確かなものとなり，世に伏せられたまま，最初は言葉によって，それから結婚の相互の約束によって進展
した。数日もすると，二人の恋人たちの気持ちは，より強い感情によって鋭敏に刺激され，懺悔という口実のも
とで，二人は修道士を訪ねた。両人はそれぞれ相手に結婚を誓い合った。それで，もし教会の面前で二人の結婚
の儀式を正式にとり行ってくれなければ，乱れた愛欲のまま生きて神様に背かざるを得なくなるだろうと。その
ことについて熟慮しつつ，とりわけ二人の結婚が品格に富み，身分の上で申し分ないと看て取った修道士は，結
婚という手段によって，そのように神に喜ばれる働きをすることによって，もしかしたらモンテスク家とカペレ
ット家を和解させることができるかもしれないと期待しながら，自身の教会の礼拝堂で二人に教会の祝福を授け
た。それで，その夜，二人はカペレット家の屋敷で婚姻の果実を成就させた。瀬については，ジュリエッタの
部屋つきの乳母が証言できる。更には，ジュリエッタの従兄のティボルトが殺され，そのためにロミオが追放さ
れた。ロミオが不在の間，結婚は二人だけの秘密にされたままだったが，パリス伯との新たな婚姻が説き勧めら
れ，ジュリエッタはそれを嫌った。彼女はフランシスコ会修道院の礼拝堂で修道士の足元にひれ伏し，彼女の父
親とパリス伯の間で合意された結婚を阻止する計画を授けてくださらなければ，自身の手で自ら命を絶つ十分な
決意があると言った。結果として，（と修道士は言った，）今より若かった頃には喜びを見出していたあらゆる秘
よわい
密の知識を，死が遠からぬ齢にふさわしい理性によって避けることを決心したにもかかわらず，彼女のしつこい
懇願で強くせがまれ，哀れみに心動かされ，ジュリエッタが自身の身に何か酷いことをしでかさないかと心配に
なって，自身の良心を曲げることにした。すなわち，その若い淑女を苦しめてその身体を破滅させ，魂を危険に
さらすより，些細な罪を犯して自身の心を悩ませる方を選んだ。それゆえ，昔の知識のいくつかを開き，ある粉
薬を彼女に渡した。それを飲めば眠りに落ち，死んだものと思われるような粉薬を。それから，彼は自分たちの
計画を知らせる手紙をアンセルム修道士に持たせてロミオのもとに遣ったが，その返事を今までもらっていない
ことを彼らに話し，死んだロミオをこの墓の中で見つけた様子を簡単に述べた。ロミオは服毒自殺をはかったよ
うに見えた。さもなければ，ジュリエッタがそのような状態にあるのを見つけて，死んだものと思い，悲しみの
あまり窒息したかのように見えたと。それから，彼は息絶えたロミオが身につけていた短剣でジュリエッタが自
害した様子を彼らに語った。夜警が近づいてくる音がしたので，そこから逃げ出さざるを得ず，彼らが彼女を助
けることは不可能だったと。自分が述べたことを十分裏付けるため，彼はヴェローナの領主ならびに役人たちに
慎み深く懇願した。使者をマンチュアに送ってアンセルム修道士を呼びに行かせ，彼の帰還の遅れの原因を知れ
るように，それで，ロミオに送った手紙の内容も分かるかもしれない，と。ジュリエッタの部屋つきの乳母とロ
ミオの召使いのピエトロも調べられた。召使いは更なる指示を待たず，彼らに言った。「みなさま，ロミオ様は
ウィリアム・ペインター作「ロミオとジュリエッタ」論 ――解説と翻訳――
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墓に入る時，この小包を私にお渡しになりました。ご自身の手でお書きになられたものと存じます。父君のもと
に届けるよう私にお命じになられました」と。その小包が開かれ，彼らはこの物語の全容を知った。とりわけ，
彼に毒を売った薬屋の名前，その値段，彼がそれを用いた理由というものを。それ以上の検証の余地は残されて
いないと思われるほど，全ては明らかで自明のようだった。彼らはそれら一つ一つのことがなされた時にそこに
居たわけではないが，全体が順序だってかように十分に明かされたので，修道士が言った通りに違いあるまいと
思った。それから，バーソロミュー卿エスカーラが，これらの出来事について治安判事たちと意見交換をした後
に，ジュリエッタの部屋つきの乳母を追放に処すべしと宣言した。その秘密の結婚をロミオの父親に隠したとい
う理由で。もしそれが間に合って知られていれば，市全体に万人共通の利益をもたらしたことであろうと。ピエ
トロには自由が言い渡された。というのも，信頼に足る召使いの立派な品行によって，主人の命令に従い，法に
かなった秘密の数々を隠し続けたからである。薬屋は捕えられ，拷問にかけられて，有罪であることが判明し，
縛り首に処せられた。善良な老人ロレンス修道士は，ヴェローナの社会のために昔から行ってきた奉仕に敬意を
大いに払われていたので，また，徳高き生活（彼はそれが故にとりわけ称讃されていた）を送っていたので，い
よわい
かなる名誉剥奪の烙印も押されず放免となった。それにもかかわらず，齢にふさわしい理性によって，自ら進ん
で世俗を捨て，ヴェローナから２マイル離れた或る隠所に閉じ込もり，そこで５，６年生きて，弛まぬ祈祷の
生活を過ごした。遂に束の間のこの世から呼び出され，喜びが永続する至福の状態に入って行くその日まで。そ
れから，かくも奇妙な不幸を哀れむために，モンテスク家とカペレット家は古からの両家の恨みと怒りを取り除
あまた
く程の，かくも数多の涙を流して和解した。いかなる知恵や人情ある助言でも和解に至ることがないと思われた
ものが遂に解消し，哀れみによって味方となったのである。かように完全で完璧な協調の記憶を永遠のものとす
るために，そのヴェローナの領主は，これら奇跡的な恋人たちの二つの死体をただちに墓に埋葬するよう命じた。
その墓は二人がその人生を終えた場所であり，そこに，おびただしい数の墓碑銘で栄誉を
記した大理石の高い柱が建てられた。それらは今日でもはっきりと見ることが
できる。そのような高貴な記憶と共に，とりわけ稀有な卓越と
して，ロミオとジュリエッタの記念碑以上に
有名なものを，この町は持ち
合わせていない。
訳注
１）具体的には新しい火によって古い火を消すという論理に言及。ペトラルカ風。
２）つまり，まだ恋を知らないということ。
３）出エジプト記，１７章９－１４節 参照。
４）原文でろうそくの形容詞として使われている“virgin”には，「未使用の」「真新しい」という意味と，「天
然の」「混じりけのない」の意味がある。
５）胃袋は勇気の宿る場所だと考えられていた。
６）原文は，“The rumoure of this fray was disperssed throughout al the courners of Verona, that succour
might come from all partes of the Citty to depart the same.”とあり，“depart”という動詞は「参加する」
と「引き分ける」の二つの意味がある。この翻訳では「参加する」の意味を一案として訳した。二案として後者
を選択すると，訳は次のようになる。「この喧嘩騒ぎはヴェローナ中に広まり，人々が集まって両者を引き分け
ようとするほどに大きくなった。」
７）前頁でジュリエッタの父は「次の火曜日」と言っていたが，ここでは「水曜日」になっている。作者の不注
意か。
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“Romeo and Julietta” is the ２５th novel of William Painter’s The Palace of Pleasure , Tome ２（１５６７）,
and is one of the sources of William Shakespeare’s Romeo and Juliet（１５９５）. Painter’s “Romeo and Juli-
etta” is a minor source compared to Arthur Brooke’s The Tragicall Historye of Romeus and Juliet（１５６２），
which Shakespeare mainly referred to, and therefore has not been paid much attention to so far.
This essay first tries to evaluate Painter’s work as the second source of Shakespeare’s Romeo and Ju-
liet by comparing it with Brooke’s and Shakespeare’s. Through the comparison of each work’s introduc-
tion of the story, handling of “Fortune”, characters of Romeo/Romeus and Juliet/Julietta, and the ending of
the story, it is obvious how Shakespeare arranged his sources to make his dramatic version effective for
the audience’s minds. It can also be seen that Shakespeare is not only under the influence of Brooke’s
long poetic story, but also had the effects of Painter’s simple and compact story in mind. The latter part
of this essay is a Japanese translation of Painter’s “Romeo and Julietta”, which will make it easier to
compare Shakespeare’s two sources.
William Painter, “Romeo and Julietta”
―― Commentary and a Japanese Translation――
SUGIURA Yuko, YAMATO Takayuki, KOBAYASHI Junji,
YAMASHITA Takako and NIWA Saki
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